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京都大学結核胸部疾患研究所職員

(昭和58年 3月31日現在)

所 長 教 授 佐 川 弥之助

(内科学第一部門)

主任教授 :前川暢夫,助教授 :中西通泰,講師 :川合 満,助手 :西山秀樹,倉滞卓也,山本孝吉,講師 (非常

勤):池田宣昭,今井節朗,中井 準,吉見輝也,岩田猛邦,河野博臣,技官 :西尾貞子,本間 トキエ

(内科学第二部門)

主任教授 :大島駿作,助教授 :泉 孝英,講師 :木野稔也,助手 :大山口握,門 政男,松井祐佐公,平田健雄,

講師 (非常数):日置辰一朗, 中島道郎,福間謙助,杉本洩久雄,小松幹雄,佐藤篤彦,門田和紀,技官 :今井

保代,技能補佐員 :谷間文子

(胸部外科学部門)

主任教授 :寺松 孝,助教授 :伊藤元彦,講師 :和田洋巳,助手 :瀧 俊彦,田村康一,光岡明夫,講師 (非常

勤):宮田輝夫,吉栖正之,秋山文摘,日野常稔,技官 :平井 要,技能補佐員 :野口恵司

(病理学部門)

主任教授 :安平公夫,助教授 :竹田俊男,助手 :鈴木康弘,細川昌則,講師 (非常助):馬場満男,三井洋司,

新納英夫,山本 寛,浜本康平,江崎孝三郎,技官 :松下隆寿,小岸久美子,岩井昭一,技能補佐員 :冨田由美子

(細菌血清学部門)

主任教授 :桂 義元,助教授 :細野正道,助手 :喜納辰夫,西川伸一,講師 (非常勤):徳永 徹,湊 長博,

事務官 :清水-技,技能補佐員 :高沖悠子

(細胞化学部門)

主任教授 :市川康夫,助教授 :大川軟-,講師 :永田和宏,助手 :前田道之,堀内正宏,講師 (非常数):及川

荏,藤沢敏孝,技官 :島田道子,事務補佐員 :坪田晴子

(臨床肺生理学部門)

主任教授 :佐川弥之助,助教授 :加藤幹夫,講師 :佐藤公彦,助手 :大井元晴,講師 (非常数):真鍋 貴,仲

田 祐,山林 -, 山田久和,太田和夫,阿部光幸,技能補佐員 :郁摺5央子,石田嘉子

(事務部)

事務部長 :西村利雄,管理課長 :須羽治夫,庶務掛長 :水谷繁夫,同主任 :近藤英子,同事務官 :堀田良恵,大
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山達夫,同技官 :田中 稔,経理掛長 :野村忠雄,同主任 :佐藤長男,野元頼子,同事務官 :姐 勝,前野正

世,北野和男,事務補佐員 :中瀬安子,施設掛長 :田中信雄,同主任 :前田久男,同技官 :進士 悟,西川景肱,

岩井昭一,松浦 康,小西喜一郎,藤木清文,同事務官 :高安忠一,水原貞子,渡辺光子

業務課長 :保苅 健,課長補佐 :船谷幸司,医事掛長 :丹羽 博,同事務官 :橋本敏子,関 保子,事務補佐員

:黒田俊子,収入掛長 :土田芳樹,同主任 :畠中秀雄,同事務官 :野田芳子,佐竹セツ,藤井芳克,竹内孝子,

事務補佐員 :中村房枝,集治昌代,芦田明子

(附属感染免疫動物実験施設)

施設長(兼)教授 :桂 義元,助教授,清水慶彦

技官 :飛田 勇,門田一美,大字雪雄,安岡倉-,近藤照子

(電子顕微鏡室)

技官 :増田 稔

(附属病院)

病院(兼)教 授 :大島駿作

(第一内科診療科)

科 長(兼)教 授 :前川暢夫

外来医長(兼)講 師 :川合 満

病棟医長(兼)助教授 :中西通泰

医員 :村山尚子,桜井信男,医員 (研修医),丸井康子,鈴木雄二郎,鈴木克洋

(第二内科診療科)

科 長(兼)教 授 :大島駿作

病棟医長(兼)講 師 :木野稔也

外来医長(兼)助教授 :泉 孝英

医員:(北市正則),藤村直樹,長井苑子,医員 (研修医),普天間健,吉揮泰介,鍔田武志,西村浩一,福田康

二,吉江増裕

(外科診療科)

科 長(莱)教 授 :寺松 孝

外来医長(莱)助教授 :伊藤元彦

病棟医長(兼)講 師 :和田洋己

医員 :住友伸一,竹内吉喜,竹田秋郎

(放射線科診療部)

科 長(兼)教 授 :佐川弥之助

外来医長(兼)講 師 :佐藤公彦,講 師 (非常数):阿部光幸

医員 :水野 融,医員 (研修医):新林成分,鎌苅邦彦,山岡新八,福永隆文

(検査部)

検査部長,助教授 :久世文章,医員 :北市正則,医員 (研修医):戸田佳代子,技師長 :木津 啓,技官 :前田

清子,黒住真史,和田ひな,山根すま子,技術補佐員 :春名和代,吉村佳二,酒井敏江

(放射綾部)

放射線部長(莱)助教授 :中西通泰,技師長 :浜川純一,撮影主任 :藤岡信良,技官 :大坂泰夫,曽我部康之,港

井智代子,田中龍蔵,技能補佐員 :小林 忍

(薬剤部)

薬剤部長 :千熊正彦,薬剤主任 :沢岡平和,技官 :藤原毒子,川田昌子,小林千代子,川勝一雄,事務主任 :宇

野初柱

(看護部)

看護部長 :平野照子,看護婦長 :松田比佐子,近藤信子,西森三保子,和多田すみ子｡副看護婦長 :小林とよ,
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斎藤千鶴子,山本喜美,技官 :松本敏枝,田中松代子,小林梅野,小林富貴子,小川まゆみ,阿部喜代子,柴田

佐代子,大山峯子,岩佐純子,末田恵子,山中祥子,榊喜久子,井藤泰子,濃野ヒロ子,福田千恵子,田尻春代,

安藤純子,丘 恵子,藤井喜代子,荻田孝子,木村昭子,四方睦美,相川三千代,高橋わき子,稲垣美智子,松

田初枚,二宮 トミ子,村西直美,衛藤泰子,内藤敏子,平畑早苗,渡部幸子,米滞カヨ子,坂東フサ工,園田正

チ,稲田ひろ子,能井美千代,森 朝子,片桐久江,内木カネ子,松本不二,原田芳香,技能補佐員 :渡辺 ヒデ

辛,富永妙子,湯浅里恵,川中マスコ,松原千里,今西美千乃,寺戸美枝子,山西順子,北川繁子,小林裕子,

永利明美

教 官 人 事

内科学第-部門の教官人事 について

内科学第-部門では坂東憲司助手が昭和57年 8月に福井赤十字病院呼吸器科-赴任したのに伴って,その後任

の人事を全教官の集いにおいて部門で行なうことを決めた後,部門内で種々協議の結果,昭和48年京大医学部卒

で米国留学中の山本孝吉君の内諾を得たので帰国を待 って,昭和58年 1月 1日付で助手の発令を見た次第である｡

同君は研修を終え医員 (京大内科第-講座)として勤務 した後,昭和56年 1月10日から昭和57年12月11日まで,

Denverの NationalJewishHospitalの研究員として R･B･JohnstonJr･のもとで Macrophageを用いて喰薗

能に及ぼす種々の要因の影響を検索 した｡今後は compromisedhostにおける感染症の治療に関しても仕事を進

めてほしいと願っている｡ (前川 暢夫)

胸 部 外 科 学 和 田 洋 巳 講師

和田君は,既に昭和51年より3年間,当部門の助手であり,当時,紹介記事を書いているので,再度当部門講

師を御願いした経緯について御紹介 したい｡

昭和55年,島田市民病院に呼吸器科を創りたいという話が,現佐川所長を通 じてもち込まれた,設備その他よ

り適当と考え,当時の教室内で手術が最もうまいと思 っていた和田君を説得,赴任 して戴いた｡その際,彼の短

所である圭角の多い性格を指摘 し,留意するよう忠告 した｡

私の苦言が有効であったか否かは判 らないが,少 くとも島田市民病院の呼吸器科は隆盛の一途を辿り,手術件

数も年間100例を越えてきた,とくに素晴らしいことは,院長や医師会の方々の評判が大変よいということであ

る｡

今後ともに,島田病院での体験を基に教室及び研究所の発展に努力して戴きたいて考え,帰任を御願いした次

第である｡ (寺松 孝)

胸 部 外 科 学 光 岡 明 夫 助手

昭和48年京大医学部卒業,当部門にて臨床研修の後,昭和49年より京大大学院医学研究科に入学し,胸腺機能

と遅延型アレルギー調節機構について研究｡昭和53年 4月より天理よろづ相談所病院胸部外科医員｡昭和55年 9

月から1年間,米国の国立癌研究所に留学｡昭和56年11月から当部門医員となり,続いて昭和57年 4月から助手

に任用される｡肺癌の実学的治療と画像診断を中心に活動予定｡妻 ･長女と3人家族｡大阪市出身｡

(寺松 孝)
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昭和56年度京都大学結核胸部疾患研究所学術講演会 (昭和57年 1月30日 (土)京大会館)

〔研究業績〕

1. 結核菌以外 の抗酸菌 による感染症- 主な菌種の同定 と薬剤感受性-

内科学第一部門 久 世 文 事

結核菌群とらい菌以外の抗酸菌が人体に感染症 (非定型抗酸菌症)を起すことが明らかになってから約30年を

経過 している｡抗酸菌の分類学の進歩と共に本症の疫学,臨床像については多くの知見が得られて来たが,本症

の原因菌である多 くの菌種が諸種薬剤に対して感受性の低いことからその治療術式に関してはまだ確立されたと

は云い難い｡また結核菌に比較するとこれらの菌種は実験動物に対する病原性が低く,治療効果を判定するため

の感染モデルの作成にも種々な困難を伴っているO以下本邦で原因菌として最も頻度の高い M,avium-intrace-

1lularecomplex と M,kansasiiについて表題について概観したい｡

光発色を特徴とする M.kansasiiは本症の原因菌の6- 8%をしめる｡本菌は Rifampicinに感受性があり,

他に TH,EIi,SM,KM,INH などにも感受性を示す場合が多く,SM･TH･REP,SM･EIi･RFP などの3着

併用術式で臨床的に治療効果も認められている｡本菌はマウスに対して比較的高度の病原性を有 し,尾静脈感染

による感染モデル作成も可能で前述の術式の効果も私共の実験で確認されている｡

本症の原因菌の80-90%をしめる M･avium-intracellularecomplex における現在の内科的治療の主体は抗結

核薬の多剤併用である｡

RFP,KM,EB,CS,INH,TH などの4- 5剤併用で比較的良好な臨床成績を得たとの報告もある｡私共の

尾静脈感染モデルを使用 した成績 (TMC1469株使用)では RFP,KM,EIi,CS,TH でかなりの治療効果を得

ているが,対照マウスの肉眼的病変の僅少さ,臓器内還元生菌単位の経時的な自然減少の傾向からみて感染モデ

ルとして満足すべきものではなかった｡より強い病原性を持つ菌株の選択,実験動物の選択あるいは人為的な操

作による本菌に対する感受性の増強という2つの側面から今後検討が必要である｡

より強い病原性を持つ菌株選択の1つの試みとして,Cornmealglycerolagar上で種々の形態を示す集落を各

国に分離選択 し,それぞれについて薬剤感受性とマウス尾静脈感染による病原性を検討中であるがその一部の成

績について要約する｡上記培地上でそれぞれ smooththintransparent型 (T 良 TD),rough(良)型を示す菌は

病原性が強く,intermediate型 (IM),smoothdome-shapedopaque型 (D)は病理組織学的所見共に差は明ら

かであった｡T型集落の選択によりより良好な感染モデル作成の可能性がある｡感染後 7週前後でT型,R型集

落はびまん性繁殖型肺病変を示 した｡同時に検討した各集落ごとの薬剤感受性 (CET,RFP,GM,TOD,KM,

EMB)ではT型,R型,IM 型は感受性が低 く,D型は感受性が高い｡EB のみはその差が顕著でなかった｡

MIC でその差は2菌株においては30倍から1000倍以上にもおよんだ｡

2. 呼吸器 の感染防御機構 に関す る研究

内科第二部門 門 政 男

呼吸器の細菌感染に対する防御機構として,全身的な感染防御の他に気管支 ･肺における局所的な防御機構が

重要な役割を有 している｡この局所的防御機構は,主として気管支分泌液中の液性成分によって発現されるもの

と考えられているため,気管支分泌液中の液性成分を測定 して各種呼吸器感染症との関係を明らかにする目的で

研究を行なった｡従来より,気管支分泌液中の液性成分の研究には,啄疾が用いられてきたが,啄疾は不均等で

あるため,その中に含まれる液性成分の測定は不確実であった｡そこで,演者は,直接気管支内にゾンデを挿入

して滅菌生食水 10mlで気管支を洗浄し,得られた洗浄液中の IgA,IgG,IgM,リゾチーム,総蛋白量を測定
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した｡また,洗浄液の濃淡をふせ ぐため,各疾患群の比較は,液性成分の総蛋白量との百分比を用いた｡研究対

象は,慢性気管支感染症 (慢性気管支炎,気管支拡張症)13例,肺結核症 8例,対照群20例であり,慢性気管支

感染症をさらに炎症の軽度なものと強いものに分けた｡気管支洗浄液中の IgA,IgG 濃度は,軽度の炎症を伴

なった慢性気管支感染症および肺結核症では対照群に比べて低値であった｡IgM については,わずか 4例に微

量の IgM が検出されたが,他の症例では測定不能であった｡ リゾチームは,慢性気管支感染症,肺結核症で,

対照群に比べて低値を示 した｡また,気管支洗浄液中の IgA,IgG,リゾチームは,血清中のものとは相関関係

を認めず独立 したものであった｡気管支分泌液中の IgA は,分泌型 IgA として知られ,気管支粘膜表面での

感染防御に当たり,IgG は末栴肺領域での防御に関係 しており, リゾチームは単独では溶菌酵素として,また,

IgA,補体と共存すれば強力な bacteriocidalactivityを持つことが認められている｡従 って以上の成績より,気管

支分泌液中の IgA,IgG,リゾチームの低下が,気管支感染慢性化の主要な原因となっていることが考えられた｡

次に,気管支分泌液中の IgA,リゾチームの動態を調べるため,Wistar系雌ラットを用いて研究を行なった｡

リゾチームについては,ラット臓器内の リゾチーム含有量を測定 し,肺に最も多量に含まれていることを証明し

た｡ついで,卵白リゾチームを静注および皮下注にて投与 し,気管支を洗浄して洗浄液中の リゾチームの変動を

測定 したが, リゾチーム濃度の上昇は認められなかった｡1251標識卵白リゾチームを用いた方法 (オー トラジオ

グラフィー)にても,外来性異種 リゾチームの気管支内-の移行は認められなかった｡そこで,本来生体が所有

するリゾチームの産生あるいは分泌を高める方法について研究を行なった｡ラットに HamburgII型喫煙装置

を用いて-イライ トの煙を吸引させ,煙の刺激によって気管支腺分泌を冗進させると,喫煙20分後をピークとす

るリゾチームの増加を認めた｡気管支腺 (衆液腺)の分泌促進剤であるBromhexineを投与した場合にも, 2時

間後をピークとするリゾチームの増加を認めた｡IgAについては,ラットをタバコ煙で刺激 して気管支腺分泌を

元進させると, リゾチームと同様に20分後をピークとする増加を示 した｡なお, 1日15分,2週間連日喫煙させ

たラットでは,気管支洗浄液中の リゾチーム,IgA とも減少 していた｡以上の研究成績より,気管支分泌液中の

IgA,リゾチームは気管支腺 (奨液腺)より分泌され,炎症などの刺激が加われば増加するが,炎症が長期にわ

たればかえって減少 し,それがまた気道の感染を容易にさせる原因となる可能性を実験的に証明した｡

3. 慢性呼吸不全 にみ られ る睡眠時呼吸異常 の研究

臨床肺生理学部門 大 井 元 暗

睡眠時における呼吸の研究により,睡眠時無呼吸症候群の存在が知られ,また慢性閉塞性肺疾患などで睡眠時,

酸素飽和度 (SaO2)の悪化があり,これは無呼吸によるものと,急速眼球運動 (REM)睡眠にともなう,無呼吸

ではない,比較的持続時間の長いものとがあり,また前者も,特に REM 睡眠で悪化 し易いと言われている｡

本研究では,胸郭の変形,肺活量低下が,呼吸不全の主な原因と考えられる結核治癒後慢性呼吸不全症例にお

いて睡眠時モニターを行 った｡

結核治療後慢性呼吸不全 3例 (男 2,女 1)を対象とし,いづれも高炭酸ガス血症をともなっている｡症例 1

は24%酸素吸入下で,症例 2, 3は空気呼吸でモニターを行い,oXimeterでは Sa02はそれぞれ89,90,92%で

あった｡

睡眠モニターは,脳波は10-20法で,C3lA2,C4-Alにより,眼球運動は眼球電図により,筋電図は随下節,

胸鎖乳突筋より表面筋電図により,呼吸はサー ミスターにより鼻と口のフローをとり,マグネットメーターによ

り胸部,腹部の前後径の変化を,Sa02は,IiP 47201A oximeterにより耳介より,さらに心電図を, 8チャ

ンネルレコーダーに 1cm/secで記録 し,一部はデータレコーダーに記録 した｡睡眠の判定は国際分類法により

30秒毎に行い,Sa02は各30秒間の最高値,最低値より平均 Sa02を計算 した｡

症例 1では,Sa02は Non-REM 睡眠で数%低下 し,REM で最低41%まで低下するが,この低下は覚醒に

よって回復 し,10秒以上の無呼吸 (A) は無 く,平均 SaO280%以下の最長時間は30分であった｡26%酸素吸

入 (SaO292%)によってもREM 睡眠の Sa()2の低下は防止できなかった｡症例 2では Sa02は REM 睡眠で

最低63%で,Aによるものでなく,平均 SaO280%以下の最長時間は13.5分で,REM 睡眠は覚醒によって中断

されない｡酸素 11/min吸入 (SaO297%)で,REM 睡眠の Sa02の低下は起 らなかった｡
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症例 3は,Aは21回あり,18回は閉塞性で,1回は混合性で,REM 睡眠時に最長36秒で,Sa02は最低72%

で,平均 SaO280% 以下の最長時間は30秒で,REM睡眠はA後の覚醒で中断され,短く,最長1.5分であった｡

結核治癒後慢性呼吸不全においても,慢性閉塞性肺疾患と同様に,睡眠時無呼吸によりSa02の悪化する症例

と,REM 睡眠にともない,無呼吸でない,持続時間が長く,Sa02の悪化する症例を認めた｡

4. 産生粘液 による肺腺癌亜型分類

胸部外科部門 玉 田 二 郎

肺腺癌亜型分類として,分化度,組織形態,細胞形態での分類が試みられている｡演者はこれらに加えて,肺

腺癌細胞の産生する粘液による亜型分類を行なった｡

切除標本ホルマリン固定切片に対し,Marie.良.Greenによる Ethyl-Stains-All染色を行い,更にノイラミニ

ダーゼ消化試験による態度によって,癌細胞内ないし癌胞巣腺陸内に含まれるムチンを同定した｡ムチンの有無

及び含有比によって,肺腺癌を4亜型に分けた｡1) シアロムチン型,2) シアロムチン,スルホムチン混在型,

3) スルホムチン型,4) 酸性ムチン非産生型

i 分化度別検討

肺腺癌の分化度とムチン産生には,有意の関連はみられなかった｡ただし,低分化腺癌に移行するにつれ,シア

ロムチン産生優位になる傾向があった｡

ii組織亜型別検討

酸性ムチン非産生型は,腺管型では2% しかないが,乳頭状型では47%であった｡産生されているムチンは,

腺管型ではシアロムチン優位であり,乳頭状型ではスルホムチン優位であった｡細気管支肺胞上皮型では一定の

傾向がなかった｡ムチンを含む大細胞型はシアロムチン産生型であった｡気管支腺由来の腫疫である腺様嚢胞癌

はスルホムチン優位産生であり,粘表皮癌は,シアロムチン,スルホムチン混合型であった｡

iii細胞亜型 (下里ら)別検討

個々の切片中で,それぞれの細胞形態をとる部位別に検討した｡bronchialglandcelltypeは,シアロムチン

優位であり,酸性ムチン非産生型は, 2%にしかみられない.bronchialsurfacecelltypeは,スルホムチン優

位であるが,酸性ムチン非産生型が21%にみられた｡bronchiolar一monciliatedcelltypeは,69%が酸性ムチン

非産生型であり,産生されているムチンは,スルホムチンであった｡alveolarcelltypeも同様の結果であった｡

gobletcelltypeは2例のみであるが,シアロムチン優位であった｡

iv 他の蛋白産生とムチン産生との関連

アミラーゼ, ])ゾチーム,Secretorycomponentの存在を酵素抗体法で検討し,いずれかが陽性である割合を,

各ムチン産生型でみた｡シアロムチン,スルホムチン混在型は91%,シアロムチン型は57%,スルホムチン型は

33%が陽性であり,酸性ムチン非産生型では,いずれの蛋白産生もみられなかった｡

Ⅴ 切除後予後

各ムチン産生型の切除後 3年,4年,5年生存率をみると,シアロムチン,スルホムチン混在型は,61,51,0
%,シアロムチン型は,39,34,34%,スルホムチン型は,35,29,23%,酸性ムチン非産生型は,47,17,17%であ

った｡気管支腺腫疫は,76,76,76%であった｡

結 語

本研究によって,各肺腺癌の発生母地を同定することは不可能であった｡しかし,産生されているムチンは,

各腫疫の生物学的性質を表現する因子として評価 しうると考えられた｡すなわち,シアロムチン,スルホムチン

混在型が,最も気管支腺腫癌に近似 しており,シアロムチン型,スルホムチン型となるにつれて,気管支上皮由

来の腺癌に移行すると思われ,この順に生物学的悪性度が強くなり,酸性ムチン非産生型が,最も悪性度が強い

と考えられる｡
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5. 血液細胞 の増殖 因子

細胞化学部 門 前 田 道 之

正常血液細胞のみならず白血病細胞の試験管内での増殖と分化の制御に関与する要因がここ数年,次々に明ら

かにされてきた｡

これは牌臓コロニー法,軟寒天培養法の開発により定量的に血液細胞の増殖,分化を取り扱う事が可能になった

こと及び各種の細胞系統に特異的な液性の増殖,分化因子がみい出されてきたことに負うところが大である｡

私達は先にマウスの骨髄性白血病細胞が液性因子によりほぼ正常の終末細胞に分化する事,分化 した細胞は造

腫癌性を消失する事を報告 してきた｡

今回,成熟 したTリンパ球の特異的増殖因子として非常に注目をあびている TCGF(IL2)をめぐるいくつか

の話題について簡単に紹介したい｡

Gallo達は1975年 ヒト末栴 リンパ球を PHAで刺戟する事により TCGF が産生され,TCGFを用いる事によ

りT細胞を特異的に長期間増殖させ得る事を報告 した｡次いで彼等は TCGF 存在下に培養株化された皮膚型T

細胞白血病である mycosisfungoides由来の HUT 102細胞より新 しいC型レトロウィルス (HTLV)を分離

した｡その後,Hinuma達により同様のウイルスが九州南西部に多発する成人T細胞白血病 (ATL)患者から

高頻度に兄い児され,このウイルスが ATLの発症に何等かの関係を有 しているのではないかとの疑が強くもた

れている｡

IIUTIO2細胞はC型白血球ウイルスを産生するばかりでなく,TCGF,GM-CSF (垢粒球-マクロファージコ

ロニー産生刺戟因子)を産生する事が示唆された｡そこで細胞のクローニングにより,①C型ウイルス,TCGF,

GM-CSF 産生が分離され得るかどうか,②各々の高産生株が得られるか,③TCGF依存性のクローンが分離さ

れるか,④C型ウイルスの産生と各々の増殖因子産生の関係はどうか- ウイルス産生株が TCGF を産生 し,

それが自らの増殖を刺戟 しているのではないか- ⑤上記以外の リンホカインを作 っているクローンが得られな

いか- と考えたクローニングをおこなった｡得られた 7株のクローンでの解析の結果を要約すると,①すべて

のクローンがウイルス,TCGF,GM-CSFを産生する｡④ウイルスに関しては高産生株が得 られた,③一つの細

胞が二つの異なる血液細胞増殖因子を産生する,④一つの細胞が TCGF を産生 し,その産生された TCGF が

自らの増殖を制御するかどうかについては明確な解答はでなかったがやや否定的である｡

HTLV あるいは TCGF がある種のT細胞白血病の成因として意味があるかどうかは今後の研究をまたねば

ならないが,特に免疫学における中心課題の一つであるT細胞の機能の解析手段としても TCGF は非常に重要

であり,その生理的機能に関しても解明がまたれる｡

6. 自己免疫寛容 :-ルパ ーT細胞寛容 の誘導 と破綻 のメカニズム

細菌血清学部門 細 野 正 道

免疫系は,通常,自己体を構成する物質には不応答状態 (免疫寛容)にある｡これは遺伝的に決定されている

のではなく,後天的に獲得された形質で,免疫系が発達分化あるいは成熟する過程で遭遇 した抗原 (遺伝的に自

己成分であるか否かは無関係に)は "自己''とみなされ免疫不応答となる｡従 って,この過程で遭遇 しなかった

自己体成分は免疫学的には "非自己''とみなされ,免疫応答が惹起される｡

免疫寛容誘導の機構を,異種血清蛋白抗原を用いて調べてきた結果,次の事が判 った｡①自然発生的に自己免

疫疾患に陥り易い系統のマウスでは寛容が誘導され難い｡②通常 (正常)系統のマウスでも,齢が進んだ個体で

は寛容が誘導され難 くなる｡⑧この寛容誘導難易は,ヘ ルパーT細胞集団の加齢による変化である｡④齢が進ん

だ個体に出現 して くる寛容誘導難に関与するT細胞は,(i)齢の進んだ胸腺環境下ではじめて分化成熟 し,(ii比 較

的短命 (short-lived)で,uii)牌に trapされ易く (spleen-seeking),非再循環性 (non-recirculating)で,(iv牌 中で

分裂状態にある｡これらの結果は,抗原特異的な寛容誘導の妨害に関与 しているT細胞は,異種血清蛋白特異的

なヘルパーT細胞とは別の特異性を持つT細胞集団であることを示唆 している｡そこで,次の作業仮説を立てた｡

加齢が進むと生体内に新たな免疫原性物質 (外因性であろうと内因性であろうと)が生 じ,これに反応 したT細
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胞が,インターロイキン2様物質 (抗原に遭遇 した他のT細胞を活性化する物質)を放出し,-ルパーT細胞が

寛容になるのを妨げる｡そこで,齢の進んだ個体には新たな免疫原性物質が出現するのか,そしてそれが自己T

細胞を刺激するのかを ｢腰高 リンパ節肥大反応｣(GvH orHvG反応)を指標として調べた所,次の事が結論さ

れた｡①齢が進むと,T細胞を刺激できる様な新たな免疫原性物質が出現 し,①これは牌中の Ia-抗原陽性のマ

クロファ-ジ集団に発現されており (Ia一抗原が陽性の樹状細胞には加齢に伴う変化は認められない), ⑧反応

するT細胞は,恐らく非再循環性で,牌に親和性をもつ (spleen-seeking)｡新たに出現する物質が何かは残され

た問題である｡反応するT細胞の特徴が,前記した寛容誘導難に関与するT細胞と類似しているので,両者の関

係を更に詰める必要がある｡

以上のモデル実験,及び他の研究者の報告から,免疫寛容の確立と破綻のカギを梱っているのは-ルパーT細

胞集団の反応能であることが示唆される｡では自己抗原に対 しても同様な説明が可能だろうか｡つまり,自己成

分に対する不応答は- ルパーT細胞の不応答によって保証されており,効果細胞は反応性を保持 したまま存在し

ているのか｡そこで,一代雑種 (Fl)の細胞を反応細胞として抗-親系細胞 (p)の混合培養反応に於て検討した

ところ,自己 (Fl)傷害性細胞が誘導された｡このことは上記の仮説を支持 している｡重度の感染や GVH 反応

の結果,あるいは老齢個体では抗自己免疫応答が観察される場合がある｡恐らく-ルパーT細胞の自己不応答性

の保証状態が錯乱され,自己反応性効果細胞が活性化された為と考えられる｡

7. 老化促進 モデルマ ウス (SAM)の開発

病理学部門 竹 田 俊 男

近年 `̀老化"の問題が医学 ･生物学さらに社会学も含めて重要なテーマとなっている｡この現状の中でややも

すれば観念論に陥り易い老化の基礎的研究を真に科学的に発展させ,その基本機構を解明するための老化モデル

動物の開発が強く望まれてきた01968年 Jackson研究所より入手した AKR マウスを病理学部P引こて兄妹支配

により維持 していたところ1973年頃より腹によって急速に老化徴候を示すものがあるのに気づき,その代表的は

5腹を選びこれらに由来する系統をp-1,2,3,4,5とし対照として同じく AKR にて比較的緩徐な正常な老化を

示すと考えられる3腹を選びこれらに由来する系統をR-1,2,3とし比較検討した｡R-1,P-1系で成長曲線が観

察されたが両系共に同速度で体重増加を示 して発育し其の后18-28週齢頃よりP<Rと体重差が生 じてきた｡老

化度の判定は私達の考案した老化判定基準に基づき,評点を付して客観化を試みた｡観察対象は行動性,皮膚,

眼,脊柱計11項目で通常生後 8か月齢より4か月毎に行われた｡この結果生後 8か月齢ですでに明瞭にP系の老

化度評点が高いことが分った｡R系も加齢と共に増加 し生後 2年の評点はP系の12か月齢における評点に匹敵 し

た｡このうちP-3系での白内障の加齢に伴う高率な発現は特徴的である｡ 平均寿命はR系13.9か月に対しP系

は9.8か月と約30%の短縮を示 した｡ 生存曲線はR,P系共に加齢過程によって死亡する均一な集団であること

を示 し,PのそれはRの単純な左方移動ではなく,P系の加齢に伴う生存率の減少の度合はR系のそれに比し大

であることが分る｡つぎに両系の Gompertz関数を検討したところ,R系で logYニー0.199+0.083Ⅹ,P系で

logYニー0.224+0.130Ⅹ(但 しY-月齢固有死亡率(%),Ⅹ-盤後月数)となり両系ともに直線関係が観察され

勾配はP>Rでその差は有意であった｡発死例の病理解剖学的観察の結果,膿疫,全身アミロイド症,胸腺腫,罪

胸腺腫性 リンパ腫,肺炎等が両系にみる主な所見であったが,一定生後期の特定の疾患が死因になっていること

はなかった｡胸腺腫および非胸腺膜性 リンパを併せた頻度はR系16.3%,P系8.3%でこの所見は AKR 本来の

遺伝的背景に何らかの変異が生じていることを強く示唆している｡以上成長曲線,生存曲線,Gompertz関数等

の結果が示すように, 本モデル動物にみる老化徴候は, ほぼ正常な成長期の後に急速に招来する `̀acceletated

senescence''である事実より私達はこのモデルを SenescenceAcceleratedMouse(SAM)老化促進モデルマウ

スと名付けた｡本モデル動物の特徴的な病理所見の 1つであるアミロイド症は加齢と共にその頻度を増 し,特に

P-2系で生後6ケ月以後100%の発症をみる｡ このアミロイド蛋白は分子量5,200で今までに報告のない新 しい

蛋白種でこれを ASsAM と命名した｡この他,前述の如 く高率に白内障の発症をみる特徴を有するP-3系も存

在 し,今後 SAM でより多角的 ･分析的な研究を行うことにより老化基本機構解明のための重要な情報が得ら

れることを望む｡
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莱 (京大 ･胸部研)

徳 (浜松医大 ･二内)

暁 (国療近畿中央病院)

司 (慶応大 ･内科)

鶴 (順天堂大 ･呼吸器内科)

彦 (名古屋市大 ･二内)

夫 (関東逓信病院)

坐 (名古屋保衛大 ･内科)

邦 (天理よろず相談所病院)

檎 (京大 ･胸部研)

本 間 光 夫 (慶FL.7:大 ･内科)

福 嶋 和

立 花 嘩

岳 中 耐

滝 沢 敬

石 原 享

近 藤 有

佐 藤 篤

当 銘 正

藤 屋 秀

Semimar

To

W elcom(≡ProfJGeorgeM,Martin

On

SenescenceAccelerated Mouse(SAM)

1･ openingRemarks･ Prof･K･Yasuhira,M.D.

2. DevelopmentofAnAnimalModelofAcceleratedSenescencein Mice.

T･Takeda,M.D. M.Hosokawa,M.D, H.Hamamoto,M.D.

3･ OnaGradingScoreSystem forEvaluationofSenescencein Mice･

M.Hosokawa,M.D. R.Kasai,M,D. S.Takeshita,M.VM.
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夫 (近畿大 ･四内)

己 (島田市民病院)

- (東京医大 ･外科)

文 (徳島大 ･三内)

夫 (大阪府立病院)

夫 (熊本市民病院)

夫 (東京女子医大 ･内科)

介 (神戸中央市民病院)

好 (国療西新潟病院)

彦 (浜松医大 ･二内)

彦 (沖縄県立中部病院)

- (北大 ･-内)

M.Irino,Ph.D.

4･ PathologlCalStudyonSAM,SpecialReferencetoAge-AssociatedSystemicAmyloidosis･

S.Takeshita,M.VM. T.Takeda′,M.D.

5･ MusculoskeletalChangesin SAM･

K.Shimizu,M.D. M.Ishii,M.D. M.Matsushita,M.D. T.Yamamuro,M･D･

6･ BiochemicalandlmmunochemicalFeaturesofSystemi cSenileAmyloidin SAM･

K･Higuchi,M･AI A･Matsumura,M･AI K･Toda,M･D･ K･Hashimoto,M･S･

7･ Cataractand OtherOphthalmicLesionsin SAM･

M.Hosokawa,M.D. A.Honma,M.Ds.

8. SpecialComments. Prof.G.M.Martin,M.D.

Discussion

At9:30A.MリDecember9,1982

TheConferenceRoom ofChestDiseaseResearch

lnstitute,Kyoto Universlty
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内 科 学 第 一 部 門

〔学 会 発 表〕

〔結核,非定型抗酸菌症〕

前川暢夫,五味二郎,山口智道他 (療研);新 しい治療方法と期間による短期治療の研究 (第 2報),治療後半

年間の成績,第57回日本結核病学会総会 (57.4)

前川暢夫,芳賀敏彦,五味二郎他 (療研);RFP不成功例の検討,同

桜井信男,久世文事,前川暢夫;非定型抗酸菌の Cefem 系抗生物質,ST 合剤に対する試験管内感受性,同

久世文事,前川暢夫;抗酸菌同定項目に関するアンケート結果と簡易同定法に関する検討,同.

柴田安宅,前川暢夫,池田宣昭,山鳥英世,藤本意弘,森-弥;Griselimycin半合成誘導体27753RPの抗結核

作用に関する試験管内実験的検討,同.

武藤 真,倉沢卓也,前川暢夫,滝 俊彦,池田貞夫;開胸肺生検にて肺結核と診断し得た2症例,第49回日

本結核病学会,第19回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.6)

牛田仲-,大久保混,倉沢卓也,前川暢夫他;1年間経過を観察し得た潰癌塑気管支結核の1例,同.

山鳥英世,藤本意弘,池田宣昭,木下知之,陶 隷士;肺ガンを疑い手術した糖尿病をともなう肺結核の1症

例,第107回日本内科学会近畿地方会 (57.6).

前川暢夫,久世文幸,内平文章;M.avium-intracellulareの集落形態と薬剤感受性並びにマウスに対する病原

性,日結研. (57.6)

前川暢夫,久世文章,内平文章;マウスの M.avium-intracellularecomplex感染モデルに関する検討,同,

山鳥英世,藤本憲弘,木下知之,森-弥,山内立夫,小沢 晃,池田宣昭,陶 隷士,三好豊二,当院におけ

る糖尿病を合併する肺結核患者の治療成績,第37回国立病院療養所総合医学会 (57.9).

山鳥英世,藤本憲弘,木下知之,森-弥,山内立夫,小沢 晃,池田宣昭,陶 隷士,三好豊二,啄抜中より

検出される非定型抗酸菌の現状,同.

藤本憲弘,山鳥英世,木下知之,森 -弥,山内立夫,小沢 晃,池田宣昭,陶 隷士,三好豊二,田口善夫,

望月吉郎,桐谷長一,種田和清,岩田猛邦;気管気管支結核患者の気管支鏡的経過観察,同.

千葉 渉,渡辺 智,坂東憲司,長谷光雄;Trachealbronchus分枝区域に限局した結核種の 1治験例,第29

回日本結核病学会,第18回日本胸部疾患学会,第 3回日本気管支学会北陸地方会 (57.ll).

西山秀樹,鈴木雄二郎,鈴木克洋,丸井康子,李 啓充,村山尚子,桜井信男,倉沢卓也,久世文章,川合

満,中西通泰,前川暢夫;肺癌治療中に合併 した診断困難であった活動性肺結核の1症例,第50回日本結核病学

会,第20回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.ll).

久世文章;結核以外の抗酸菌による感染症,主な菌種の同定と薬剤感受性,昭56年度胸部研学術講演会,

(57.1)

〔腫 痕〕

倉沢卓也,武藤 真,中西通泰,前川暢夫,辻野博之,黒田直明他;軽度血族を主訴とした肺門部早期癌の1

手術例,第36回日本肺癌学会関西支部会,(57.2).

松原恒堆,岩田猛邦,桐谷良一,伊東和樹,種田和清,望月吉郎,李 啓充他;空洞形成性肺転移を伴った肺

扇平上皮癌の 3症例,同.

望月吉郎,岩田猛邦,カレッド･レシャード他;癌性胸膜炎の治療成績,同.

千田道雄,吉田輝夫,坂本広子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,内田博也;気管支動
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脈内注入 MMC による急性呼吸不全が疑われた 1例,同.

坂東憲司,倉沢卓也,前川暢夫;対側肺転移で発見された radiographicallyoccultlungcancerの 1例,第49

回日本結核病学会,第19回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.6).

平佐昌弘,千田道雄,坂本広子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,白根博文,内田博也;

AFP,HCG,CEA の高値を示 した前縦隔原発と考えられる Embryonaltumorの 1例,第37回日本肺癌学会関

西支部会 (57.7).

石井呂生,内藤祐子,小野 孝,岡田貿三他;気管気管支-の浸潤による症状を主とした Hodgikin病の1例,

同.

藤本憲弘,凹口善夫,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,小橋陽一郎,市島国雄;環境暴露により発

症 したと思われる胸膜中皮腫の 1症例,第50回日本結核病学会,第20回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.ll).

鈴木雄二郎,鈴木克洋,丸井康子,李 啓充,武藤 貢,村山尚子,桜井信男,西山秀樹,倉沢卓也,久世文

辛,川合 溝,中西通泰,前川暢夫,光岡明夫;Recklinghausen病に合併した胸壁 neurofibrosarcomaの 1症

例,同.

片山信之,坂本広子,李 英徹,石原享介,岩崎博倍,梅田文一,中井 準;成分輸血をくり返 しながら

COMP 療法を続けた小細胞未分化肺癌の 1例,同.

岡田賢二,辻野博之,倉沢卓也他;自然気胸で発症し,手術を施行した原発性肺癌の 2例,同.

〔感染症の化学療法〕

中西通泰,前川暢夫,倉沢卓也,

tam/Cefoperazone の臨床的検討,

前川暢夫,久世文事,西野武志,

生物質の抗菌力について,同.

前川暢夫,中西通泰,村山尚子,

9904(Ceftriaxone)の臨床的検討,

中西通泰,前川暢夫,桜井信男,

武藤 責,稲葉宣雄,小田芳郎,内幸又章;l呼吸器感染症に対する Sulbac一

第30回日本化学療法学会総会 (57.6).

杉本幾久雄他;呼吸器感染症由来の臨床分離歯に対する各種 β-1actal-1系抗

山内立夫,稲葉宣雄,小田芳郎,内平文章;呼吸器感染症に対する RO13-

第29回日本化学療法学会東日本支部総会 (57.ll).

村山尚子,李 啓充,丸井康子,岩田猛邦,網谷良一,望月吾郎,種田和清,

田口善夫,辻野博之,長谷光雄;呼吸器感染症に対する Mefoxacin(DL-8280)の臨床的検討.罪30回日本化学

療法学会西日本支部総会 (57.12).

前川暢夫,中西通泰,藤森-平他,(共同研究),呼吸器感染症に対する T-1982 と Cefmetazoleとの薬効比

較試験成績,同.

前川暢夫,中西通泰,倉沢卓也,武藤 呉,原 耕平他,(共同研究), 呼吸器感染症を対象とする Astromi-

cin(KW-1070)と Amikacin の薬効比較試験成績,同.

前川暢夫,中西通泰,稲葉岩雄,小田芳郎,辻野博之,池田宣昭,三木文雄他 (共同研究)慢性呼吸器感染症

を対象とした BRL 25000 と Amoxillinの薬効比較試験,同.

〔気管支鳴息〕

川合 満,副腎皮質ステロイド薬の薬効評価 (呼吸器疾患における薬物療法),第22回日本胸部疾患学会総会,

(57.4).

川合 満,倉沢卓也,中西通泰,前川暢夫,松原恒雄,岩田猛邦,桐谷良一,辻野博之,山田栄一,賀戸重允

石橋達雄,長谷光雄,江部洋一郎,江部康二,中医学の立場から行なわれた気管支職息患者に対する漢方薬治療,

第16回和漢薬シンポジウム,(57.8).

川合 溝,倉沢卓也,前川暢夫,伊藤 隆,戸谷康信,高納 修;抗コリン薬 SchlOOOの薬効評価について,

第32回日本アレルギー学会総会,(57.10).

田中健一,井野隆光,川合 満,前川暢夫,河野茂勝,大幡勝也;TDI による実験的アレルギーに関する研

究 (第 1報),モルモット嘱息発作惹起の試みについて,同.

河野茂勝,大幡勝也,田中健一,竹岡明美,川合 満;TDIによる実験的アレルギーに関する研究 (第 2報),
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モルモットの鴨息様発作におけるⅠ型アレルギー反応の関与,同.

K.TANAKA,T.KANNO,A.YAMAZAKI,M.KAWAI,& N.MAEKAWA;Ontheinduction of

asthmainguineapigsbytoluenediisocyanate(TDI),XIInternationalCongressonAllergologyandClinical

lmmunology,(57.10)･

⊂心身医学〕

河野博臣;思春期やせ症,第 6回日本心身医学会近畿地方会,(57.1).

河野博臣;治療困難な心身症に対する漢方治療の有用性について,症例を通 して,第 5回日本プライマ リーケ

ア学会 (57.6).

河野博臣,中西通泰,川合 満他,癌患者のセルフ ･ケアとしての集団療法の実際,第 6回死 の臨床研究会

(57.ll).

河野博臣,玉百蔵昭夫他,地域医療としてのホスピスコミュニティの構想について,同.

〔その他〕

田中健一,山崎 股,丸井昭吾;Tolylenediisocyanate(TDI)によるモルモット嘱息惹起の試みについて,

第25回日本衛生学会総会,(57.3).

田中健一,丸井昭吾;ジアニシジンの尿中代謝物とその変異原性について,第55回日本産業衛生学会,(57.4)･

村山尚子,武藤 真,桜井信男,倉沢卓也,川合 満,前川暢夫,藤村直樹,木野稔也;アレルギー性気管支

肺アスペルギルス症の-症例,第107回日本内科学会近畿地方会,(57.6).

岩田猛邦,種田和清,桐谷良一,望月吉郎,松原恒雄,塩谷直久他;びまん性汎細気管支炎 (DPB)のラ音の

肺音図的解析,第49回日本結核病学会,第19回日本胸部疾患学会近畿地方会,(57.6).

石原享介,岩崎博信,中井 準;COPD の気道抵抗及びその不均等換気検出の試み,BTPSバ ッグ付 Body-

plethysmographyを用いて,同.

望月吾郎,湯月洋介,田口善夫,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,他;Hughes-Stovin症候群と思われる1例,

同.

湯月洋介,田口善夫,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦他;肺結核類似の陰影を呈 した原発性肺クリ

プ トコッカスの 1症例,同.

倉沢卓也,武藤 真,村山尚子,桜井信男,坂東憲司,西山秀樹,川合 満,久世文事,中西通泰,前川暢夫;

血痕,啄血の臨床的検討,第22回日本胸部疾患学会総会,(57.4).

桐谷良一,李 啓充,伊東和樹,田口善夫,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄,Urogra丘nを用いた

選択的肺胞気管支造影,特発性間質性肺炎における意義,同.

岩田猛邦,李 啓充,田口善夫,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,松原恒雄;びまん性汎細気管支炎の血清蛋

白像の検討,同.

長谷光雄,千葉 渉,坂東憲司,渡部 智;低肺機能者に合併 した肺胞蛋白症の1例,第29回 日本結核病学

会,第18回日本胸部疾患学会,第 3回日本気管支学会北陸地方会,(57.ll).

田中健一,丸井昭吾,三井俊子,井野隆光;エポキシ樹脂硬化剤の尿中代謝物とその変異原性,第11回日本環

境変異原学会, (57.10).

望月吾郎,藤本憲弘,田口善夫,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,小橋陽一郎,市島国雄;誤境が起因したと

思われる肉芽腫を伴った肺炎の1症例,第50回日本結核病学会,第20回日本胸部疾患学会近畿地方会,(57.ll).

〔誌 上 発 表〕*発表年はすべて昭57年

〔結核,非定型抗酸菌症〕

Michiyasu Nakanishi,Tuberculosisasanopportunisticinfection,Asian MedJ,25:683-694.

倉沢卓也,坂東憲司,西山秀樹,前川暢夫,望月吉郎,岩田猛邦,李 英徹,中井 準,内平文章,小田芳郎,
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長谷光雄;糖尿病合併肺結核症例の臨床的検討,日胸,41:695-701.

前川暢夫,西山秀樹 結核,短期化学療法,臨床と細菌,9:50-60.

馬測尚克;マウス実験結核症を用いた強化化学療法の研究,結核;57:73-79.

李 英徹,久世文事,前川暢夫,鈴木康弘;実験的非定型抗酸菌症に閑する研究,4Mycobacterium kansasii

感染マウスに対する抗結核薬の単剤治療効果,結核,57:343-352.

李 英徹,久世文章,前川暢夫,鈴木康弘;実験的非定型抗酸菌症に関する研究,5M.Kansasii結核,57:

369-377.

〔感染症の化学療法〕

前川暢夫,松本慶威,中西通泰,倉沢卓也,武藤 貢,桜井信男他 (共同研究),慢性呼吸器感染症を対象と

する Cefmenoxime(SCE-1365)の臨床評価,Cefbtiam を対象とする二重盲検比較試験,Chemotherapy,30‥

613′)636.

前川暢夫,原 柳平,中西通泰,川合 満,倉沢卓也,西山秀樹,坂東憲司,桜井信男,武藤 真,村山尚子,

他,(共同研究),呼吸器感染症に対する 9,3′′-diacetylmidecamycin(MOM)と Midecamycinの薬効比較試験,

感染症学雑誌,56:1045-1091.

前川暢夫,中西通泰,倉沢卓也,西山秀樹,藤本憲弘,武藤 貢,桜井信男,村山尚子,岩田猛邦,桐谷良一,

種田和宿,小田芳郎,内平文章,賀戸重允,長谷光雄,石橋達雄,池田宣昭,山鳥英世,木下和之,松島留蔵他,

呼吸器感染症に対する Cefoxitin (CFX)の臨床的検討,日胸,41:1023-1028.

〔気管支喝息〕

前川暢夫,川合 満,山村雄一他 (共同研究),抗アレルギー剤 N-5′の気管支噛息に対する有用性の検討

(Disodium cromoglycateおよび placeboを比較対象とした多施設二重盲検法による検討),診療と新薬,16:529

-572.

川合 満,前川暢夫;経口抗アレルギー薬 N-5′(Tranilast)の成人気管支嶋息に対する臨床的検討,診療と新

秦,19:2289-2301.

川合 満;副腎成質ステロイド薬の薬効評価,日本胸部疾患学会雑誌,20:1144-1154.

中島道郎,川合 満,倉沢卓也,前川暢夫,木野 稔也,満安清孝,大島駿作,気管支嘱息合併本態性高血圧

疾患者に対する β一選択的庶断剤 Acebutololの使用経験,呼吸と循環,30:809-817.

田中健一,川合 満,前川暢夫;Toluenediisocyanate(TDI)によるモルモット鴨息惹起の試みについて,ア

レルギー,31:1004-1007.

〔心身医学〕

河野博臣:｢死の臨床｣の中で思うこと, Oncologia,1:167-170.

河野博臣;第三領域の問題と死の臨床一心身医学の立場より,死の臨床,1:18-19.

河野博臣;死の臨床,日本医師会雑誌,88:1089-1095.

河野博臣;心身症とユング心理学,Psyche1:1.

〔その他コ

石原享介,中井 準,坂本広子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,恒田時雄,瀬尾憲正;重篤な症状を来たし

たいわゆる加湿器肺の1例,日本胸部疾患学会雑誌,20:688-693.

岩田猛邦;Churg･Strauss症候群,日本臨床,40:増,16-17.

岩田猛邦,泉 孝英;Wegener肉芽腫症,現代医療,13:1868-1874.

桜井信男,坂東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,久世文章,川合 満,中西通泰,前川暢夫;アレルギー性肉芽腫

症,血管炎 (Churg-Strauss症候群)の 1例,京大胸部研紀要,15:94-105.

カレッド,レシャード,水野 浩,竹内吉喜,池 修,藤尾 彰,北野司久,種田和清,市島国雄,小橋
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陽一郎,西和田誠;後縦隔に発生した褐色細胞腫の 1例,日本胸部疾患学会雑誌,20:581/-585.

KenichiTanaka,ToshikoMii,ShogoMarui,IkuoMatsubaraHiroyukiIgaki;Someaspectsofmetabolism

andmutagenlCltyOfo-Tolidineando-Tolidine-basedazodye,ⅠndustrialHealth,20:227-235.

田中健一,三井俊子,丸井昭吾;ジアニシジンの尿中代謝物とその変異原性;医学のあゆみ,123:18-20.

田中健一,宇都宮忠生; ジメチルホルムアシド (DMF) の毒性について,産業医学,24:3-12.

前川暢夫,加藤幹夫,川合 満,泉 孝英,倉沢卓也,久世文事,西山秀樹,中西通泰,臨床医学の展望,呼

吸器病学,日本医事新報,No.3017,3-ll.

〔鶴告,会報など〕

中西通泰,呼吸器感染症と経口抗生剤,左京医報,18:18-31.

川合 満,塩田浩政他, トラニラス ト (リザベン)の基礎と臨床;MedicalTribune,15,No.27.

川合 満;気管支疾患の対症療法,一般開業医に必要な知識,名古屋医報,645号,

川合 満,木原令夫;最近の気管支噂息,薬物療法,MedicalTribuneNo.25.

今村四郎,今井節朗,日置辰一郎,川合 満他,自動車排ガス等による環境汚染影響調査報告書,京都府医師

会.

長野 準,小林節堆,中島重徳編集,川合 溝他,気管支嘱息のステロイド療法,中外医学社.

〔研究会 談話会 講演会〕

浅香隆久,坂本広子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準;咳轍を主訴とし,梨部 リンパ節

腫張,自白球増多,胸部びまん性陰影を呈した 1例,第16回びまん性肺疾患研究会 (57.2).

望月吾郎,李 啓充,伊東和樹,田口善夫,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦,松原恒雄;他,視力障害にて発

症 し,啄血死した1症例,同.

武藤 真,桜井信男,村山尚子,坂東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,前川暢夫;慢性関節 リウマチに対する金製

剤使用中にびまん性陰影を来した2例,第17回びまん性肺疾患研究会 (57.7).

石原享介,片山信之,坂本広子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準;びまん性陰影を呈 した,シェー

グレン症候群と思われる1例,同.

桐谷良一,田口善夫,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦;四肢腰の多発性腺張,小脳性失調,知能低下,若年性

白内障等の多彩な症状を伴ったびまん性肺疾患の1例,同.

由口善夫,藤本憲弘,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦他;進行性の労作性呼吸困難を呈 し死亡 した

1例 (原発性肺高血圧症),第18回びまん性肺疾患研究会 (57.9).

藤本憲弘,田口善夫,望月吾郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦他;粗大輪状影を呈 し,肺性心に至ったびま

ん性肺疾患の1例 (著明な気管支拡張症),同.

岩田猛邦,藤本意弘,田口善夫,望月吉郎,桶谷良一,種田和清,他;鴨場を呈 したびまん性肺疾患の 1例

(気管,気管支アミロイドーシス),同.

田口善夫,藤本意弘,望月吉郎,桐谷良一,種田和清,岩田猛邦他,小児期より湿性咳轍を来たし,呼吸不全

で死亡 した家族歴のあるびまん性肺疾患の1例,第19回びまん性肺疾患研究会 (57.12).

村山尚子,倉沢卓也,前川暢夫,北市正則,藤村直樹,光岡明夫;多クローン性高 γ-グロブリン血症と胸部

Ⅹ線上網状陰影を呈した1症例,同.

桜井信男,久世文幸,前川暢夫;セフェム系抗生物質等に対する非定型抗酸菌の試験管内感受性,第14回非定

型抗酸菌症研究協議会.

久世文事,前川暢夫;M.avium-intracellularecomplexの CMG 培地上の集落形態と薬剤感受性,並びにマ

ウスに対する病原性,第 5回臨床抗酸菌談話会.

久世文事,前川暢夫;M.fortuitum のマウスに対する病原性,同.

久世文事;最近における非定型抗酸菌症の動向,第19回京阪神呼吸器談話会 (57.2).

石原享介,片山信之,坂本広子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準;サルコイドーシス39例の臨床的



昭和58･3 - 15-

検討,第 2回サルコイドーシス研究会総会 (57.ll).

片上信之,石原享介,坂本広子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準;Aspergilloma 術後に発症 した

サルコイドーシスの 1例,同.

坂本広子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,内田博也;癌性心嚢炎をきたした肺癌症例

の検討,第23回兵庫県肺癌懇話会 (57.6).

片山信之,坂本広子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,Gynecomastiaを呈 した HCG

産生肺癌と思われる1例,第24回兵庫県肺癌懇話会 (57.ll).

中井 準,岩崎博信他, Mucoepidermoid carcinoma の 1治験例,同.

石原享介,片上信之,坂本広子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準;気管支ファイバースコープによ

り観察し得た子宮癌肺気管支転移例について,第 5回日本気管支研究会総会,(57.7).

岩田猛邦;腰原病における肺疾患,第 2回京都呼吸器疾患シンポジウム (57.7).

池田宣昭;最近の肺結核治療について,病院側から見た結核の現況,結核予防研修会 (井手保健所)

中井 準;抗生物質の選び方,使い方とくに最近の呼吸器疾患に関連 して,兵庫県保健医協会, 第204回診療

内容向上研究会 (57.1).

中井 準;過敏性肺臓炎の臨床像,特に夏型過敏性肺臓炎,加湿器肺について,第24回神戸市衛生局研究発表

会 (57.3).

中井 準;胸部 レントゲ ン写真の読影について,須磨医師会 (57.10).

中井 準,肺癌,その診断と治療,須磨医師会 (57.ll).

梅田文一,片上信之,坂本広子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,中井 準;慢性閉塞性肺疾患 (COPD)に

伴う刀鞘型気管症について,第35回兵庫県医師会設立記念医学会 (57.ll).

石原享介,片山信之,坂本広子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準,過敏性肺臓炎の現状と問題点,

同.

李 英徹,梅田文一,中井 準,岩崎博信,石原享介,坂本広子,片上信之;諸種消毒剤の結核菌に対する殺

菌効果,同.

中井 準;肺結核,とくに治療における問題点,同.

中西通泰,呼吸器感染症の抗生剤療法,奈良医師会 (57.4).

中西通泰;呼吸器感染症と経口抗生剤,左京医師会 (57.6).

中西通泰;結核症の診断と治療,奈良結核指定医会 (57.ll).

中西通泰;呼吸器感染症に対するペングローブの臨床的検討,多施設治験臨床報告,ペングローブ研究会

(57.ll).

中西通泰,桜井信男,DL-8280研究会 (57.1).

中西通泰,MT-141研究会 (57.5).

中西通泰,Sagamicin 研究会 (57.7).

前川暢夫,中西通泰;R0-13-9904研究会 (57.7).

前川暢夫,中西通泰,AC-1370 研究会 (57.7).

中西通泰,T-1982研究会 (57.7).

前川暢夫,中西通泰,KW-1070研究会 (57.9).

前川暢夫,中西通泰;DL-8280研究会 (57.9).

前川暢夫,中西通泰;SM-4300研究会 (57.9).

前川暢夫,中西通泰;Azthreonam 研究会 (57.9).

前川暢夫,中西通泰;SM-1652研究会 (57.9).

前川暢夫,中西通泰;TA-058研究会 (57.9).

中西通泰,MT-141研究会 (57.10).

中西通泰,RU-41740研究会 (57.10).

前川暢夫,村山尚子, AT-2266 研究会 (57.10).
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中西通泰,鈴木克洋,AC-1370 研究会 (57.ll).

中西通泰,Sulbactam 研究会 (57.12).

中西通泰, DL-8280 研究会 (57.12).

前川暢夫,中西通泰,鈴木雄二郎;Azthreonam 研究会 (57.12).

前川暢夫,中西通泰,AT-2266 研究会 (57.12).

MitsuruKawai;ClinicalexperienceinthetreatmentofbronchialasthmawithProcaterolinJapan,scien-

tificmeetingonthetreatmentofbronchialasthmawithnew Beta-antagonist. Indonesian associationof

pulmonologist57･8･Jakarta.

川合 満;気管支嘱息と β一凍り激薬について,鳥取県東部医師会 (57.5).

川合 溝;気管支嘱息の治療について,神戸市垂水区医師会 (57.5).

川合 満,気管支職息の対息の対症療法,名古屋医師会 (57.6).

川合 満,気管支嘱息の診断と治療,中京区東部西部医師会 (57.7).

川合 満,気管支噂息の診断と治療,福山医師会 (57.7).

川合 満,Thetreatmentofbronchialasthma,PersakabatauHospital,SchoolofMedicine,Universityof

indonesia (57.8).

川合 満,気管支嘱息のステロイ ド療法をめぐる問題点,内科面から,第 7回関西嘱息同好会 (57.9).

川合 溝,気管支嘱息に関する最近の知見,松江医師会 (57.9).

川合 満,気管支嘱息の日常診療について,左京北医師会 (57.9).

川合 満,気管支噂息の最近の治験,宇部医師会

川合 満,気管支嘱息治療の進歩,香川県内科医会,(57.10).

川合 満,気管支職息の診断と治療,松坂医師会,(57.ll).

川合 満,気管支嘱息の治療,京都府医師会,綾部医師会 (57.ll).

川合 満,新 しい鴨息治療について,大垣内科医会,(57.ll).

川合 満,気管支嘱息治療.最近の進歩,広島呼吸と循環談話会 (57.ll).

川合 溝,成人気管支鴨息とステロイド療法,第 2回近畿薬療法研究会 (57.ll).

河野博臣,末期癌患者の心理,神戸大学医学部,(57.2).

河野博臣,末期癌患者のアプローチ,神戸大学医学部 (57.2).

河野博臣,死の臨床,東京大学医学部 (57.2).

河野博臣,ユング心理学,朝日カルチャー (57.4).

河野博臣,末期癌患者に対する心身医学的アプローチ,日本短波放送 (57.4).

河野博臣,末期医療と心身医学,神戸大学医学部 (57.6).

河野博臣,ガンと闘う人々,朝日放送(59.9).

河野博臣,担癌患者について,神戸大学医学部 (57.ll).

内 科 学 等 二 部 門

〔著書,分担執筆〕

大島駿作 :Goodpasture 症候群,原沢道美,吉村敬三編,臨床呼吸器病学,p.554-560.朝倉書店.東京,

1982.

泉 孝英 :15.外因性アレルギー性肺胞炎,16.好酸球増加性肺症,織田敏次他編,内科学書 p･545-551･

中山書店.1982.

泉 孝英 :検査所見 4.免疫学的所見. e.気管支肺胞洗浄所見,5.肺生検所見,病因論 1.肺における免疫反

応 3.素因,発症機序,村尾 誠,小林節雄監修,泉 孝英,河合 健, 中沢次夫編集,過敏性肺炎,p.38,p.

39,p.51,p.62.医学書院,1982.
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泉 孝英 :心サルコイ ドーシス,河合忠一,大国真彦他編,循環器の臨床 4.心筋疾患 ･心膜疾患,p.299-

305,朝倉書店,1982.

泉 孝英 :サルコイ ドーシスとアンジオテンシン変換酵素, 内科診療 QuestlOnS& Answers,273-2-273-3,

六法出版,1982.

泉 孝英 :I.炎症反応,6.肉芽腫 水島 裕,塩川俊一編,炎症と抗炎症療法,p.44-46,医歯薬出版,1982.

〔綜 説〕

大島駿作,大山口 渥 :老年者肺炎の臨床一一老年者肺炎の原因,老年者の免疫能,GeriatricMedicine,20(9):

1419-1423,1982.

大島駿作,泉 孝英 :肺サルコイドーシス,診断と治療,70(3):88-90,1982.

大島駿作,北市正則 :肺疾患と免疫,MedicalView 17(1):13-19,1982.

泉 孝英,長井苑子 :サルコイドーシスの心疾患,免疫と疾患,3(6):759-766,1982.

泉 孝英 :α1-アンチ トリプシン,臨床科学,18(7):869-874,1982.

泉 孝英 :わが国におけるびまん性汎細気管支炎,日本胸部臨床,41(8):663-673,1982.

泉 孝英,長井苑子,井原順一,藤村直樹,平田健雄 :細胞免疫と肺疾患,免疫と疾患 4(3):313-319,1982.

杉之下俊彦,泉 孝英 :肺癌症例における免疫機能不全-特に血清中の免疫抑制因子とその作用について-,

医療,36(4):305-314,1982.

〔原 著〕

泉 孝英,藤村直樹,長井苑子 :サルコイ ドーシスにおける血清 Angiotensin-converting enzyme値,血清

Lysozyme量測定の臨床的意義一特に,予後およびステロイド剤に対する反応性一に関する検討,日胸疾会誌,

20(5):570-576,1982.

木野稔也,布原順一,浦安清孝,北市正則,本田和徳,門 政男,泉 孝英,大島駿作,上坂一郎,前田清子,

黒住真史,太田 茂 :味噌, 醤油および酒の製造に使用されている Aspergillusoryzaeによるアレルギー性気

管支肺アスペルギス症の 1例,日胸疾会誌,20(4):467-475,1982.

木野稔也,大島駿作 :気管支鴨息患者における真菌 RAST一特にカンジダ RASTの意義とその測定精度の検

討,臨床免疫,14(10):906-916,1982.

大山口 渥 :ツベルクリン･アレルギーに関する研究,第 1編 ツベリクリン反応発現に関与する感作細胞の

機能 と皮内反応部位の浸潤細胞との相関々係について,結核,57(2):59-72,1982.

大山口 渥 :ツベルク])ン･アレルギーに関する研究,第 2編 受身伝達因子 (TF),結核,57(4):225-232,

1982.

門 政男 :呼吸器の感染防御機構に関する研究,第 3編 呼吸器感染防御因子としての気管支洗浄液中液性成

分に関する研究,京大胸部研紀要,15(1,2):70-76,1982.

門 政男,泉 孝英 :肺癌,Wegener肉芽腫症を疑われた嫌気性菌肺炎の-症例,治療学,9(4):588-592,

1982.

北市正則,泉 孝英,三上理一郎他 :サルコイド-ジスにおける経気管支肺生検標本の組織学的所見の分類基

準と胞隔炎について,日胸疾会誌,20(7):784′-789.1982.

本田和徳,満安清孝,藤村直樹,平田健雄,門 政男,泉 孝英,大島駿作,北市正則,黒住貢史 :肺癌症例

における Pneumocystiscarinii肺炎について, 自験例および本邦報告例の集計成績, 日本胸部臨床,41(6):

52ト532,1982.

本田和徳,門 政男,泉 孝英,大崎 鏡他 :サルコイ ド-ジスに対する経気管支肺生検 (TBLI】)の実施状

況とその診断学的意義に関する検討,日胸疾会誌,20(7):777-783,1982.

古田睦広,北市正則他 :らい患者にみられた Peliosishepatis,日本 らい学会雑誌,51(1):22-27,1982.

古田睦広,北市正則他 :先天性結核症の2剖検例,医療,36(ll):1088-1093,1982.
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中島道郎,川合 満,倉沢卓也,前川暢夫,木野稔也,満安清孝,大島駿作 :気管支鴨息合併本態性高血圧症

患者に対する β1選択的遮断剤 Acebutolの使用経験,呼吸と循環,30(8):809-817,1982.

竹内 実 :Propionibacterium acnesの immunomodulation作用に関する基礎的研究,アレルギー,31(7):

381/-389,1982.

本間日臣,大島駿作,泉 孝英他 :Schizophyllan(SPG)の肺癌における臨床効果-RandomizedControlled

Study一肺癌,22(5):499-512,1982.

藤堂義郎,伊藤春海,泉 孝英,大島駿作他 :肺野末栴病変の CT ReView 像,臨床放射線,27(12):1319

-1326,1982.

〔報告書,会議録〕

Izumi,T･:LentinaninhibitionofsuppressorcellactlVltyinthemurineimmunereaction･Manipulation

ofHostDefenseMechanismsed.byAoki,T.,Urushizaki,I.,Tsubura.E.p.45-49,ExcerptaMedicaInter･

nationalCongressSeries576.,p45-49.1981.

Izumi,T･,Kikuchi,M.,Mitani,M.,Matsuo,T.,Yamashita,T.,Tsubura,E.,Biologicalresponsemodi-

fying actlVlty OfSchizophyllan.InternationalCongressSeriesNo･563･ImmunomodulationbyMicrobial

ProductsandRelatedSyntheticComponds.p.407-410,ExcerptaMedica.Amsterdam 1982.

泉 孝英,松井祐佐公 :我が国における Wegener肉芽腫症,特にこの肺病変の診断と治療に関する現況調査,

(第 1報)昭和56年度厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究班研究業績 p.170-180,昭和57年 3月.

泉 孝英 :免疫の進歩 (気管支肺胞洗浄所見),サルコイド-ジスおよびその他の肉芽腫性肺疾患調査研究,

10年間の歩み- トピックを中心に一厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究斑 p.45-50,1982年 2月.

泉 孝英 :サルコイ ドーシスにおける経気管支肺生検 (TBLB),サルコイ ド-ジスおよびその他の肉芽腫性肺

疾患調査研究10年間の歩み- トピックを中心に一厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究班 p･69-73,1982年

2月.

泉 孝英 :Wegener 肉芽腫症,サルコイド-ジスおよびその他の肉芽膜性肺疾患調査研究10年間の歩み- ト

ピックを中心に,p.124-130 厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究班,1982年 2月.

泉 孝英,木野稔也,本間日臣他 :びまん性細気管支炎全国症例調査報告-第二次 (昭和56年度)調査報告一

厚生省特定疾患間質性肺疾患調査研究班昭和56年度研究報告書 p.2-37.

泉 孝英,中井 準,本田和徳,井原順一,石原享介,岩田猛郎 :びまん性細気管支炎の CT 所見,厚生省

特定疾患間質性肺疾患調査研究班昭和56年度研究報告書,p.67-69.

泉 孝英,藤村直樹 :Fibrosingalveolitisにおける活性化 B-cellの役割について,厚生省特定疾患間質性肺

疾患調査研究班,昭和56年度研究報告書,p.172-175.

Izumi,T∴ Serum PFC suppuressiveactivltyand courseofsarcoidosis･Proceedingsof3rd European

ConferenceonSarcoidosisandotherGranulomatousDisorders.p.97-101,SremskaKamenica,NoviSad,

1982.

泉 孝英,近藤有好他 :肺線維症における気管支肺胞洗浄の臨床的意義,第25回肺線維症研究会討議録.p.3

-15,57年 7月.

大山口 握,大島駿作 :モルモット肺胞マクロファージの リンパ球幼若化抑制作用について,昭和56年度日米

医学協力計画報告書,p･357,1981.

平田健堆 :サルコイド-ジスと過敏性肺臓炎における BAL 中の T cellsubsetsの相違について,昭和56年

度厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究粧研究業績,p.62-66,昭和57年 3月.

北市正則,泉 孝英 :病理組織 レベルからみたサルコイド-ジス,慢性ベ リリウム肺,過敏性肺臓炎の肺病変

の検討,昭和56年度厚生省特定疾患肉芽膜性肺疾患調査研究斑研究業績,p.110-116,昭和57年 3月.

北市正則,泉 孝英 :病理組織学的に診断困難な間質性肺疾患の 2例,1.長期の経過で次第に増悪 を示 した

giantcellgranulomatosisofthelungの開胸肺生検例 2.長期間無症状の multiplehemangiomatosasfibrosis

ofthelungの開胸肺生検例,第26回肺線維症研究会討議録,p･36-47,昭和57年.
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Mikami,R,Yamamoto,M.,Hongo,0.,Izumi,T.,Furulye,T.,Hosoda,Y･:ClinicalevaluationsofSACE

insarcoidosis･Proceedingsof3rdEuropeanConferenceonSarcoidosisandotherGranulomatousDisorders･

p･92-96,SremskaKamenica,NoviSad,1982.

【二学会,研究会発表〕

泉 孝英,長井苑子,藤村直樹 :サルコイドーシス症例におけるステロイド剤投与時の各種臨床検査値の変動

所見に関する検討.第22回日本胸部疾患学会総会 (57.4.6).

泉 孝英 :勝原病における肺病変 (話題提供),第 2回京都呼吸器疾患シンポジウム (57.7.17).

泉 孝英 :びまん性汎細気管支炎,厚生省特定疾患難病の疫学調査研究班昭和57年度第 1回総会特別講演 (57.

7.24).

泉 孝英 :4.気管支肺洗浄液とアレルギー a)細胞の subsetをめぐって,第32回日本アレルギー学会総会シ

ンポジウムⅢ,呼吸器とアレルギー (57.10.9).

泉 孝英 :サルコイド-ジス自然寛解例の臨床経過,第 2回サルコイドージス研究会総会 (57.ll.6).

木野稔也,松井祐佐公,泉 孝英,大島駿作,今井弘行 :呼吸器疾患における Aspergillusoryzaeのアレルギ

ー学的意義,第22回日本胸部疾患学会総会 (57.4.8).

木野稔也,山田安民,本田和徳,藤村直樹,松井祐佐公,泉 孝英,大島駿作,上坂一郎,前田清子,黒住

貢史 :ムコール類似の真菌によるアレルギー性気管支肺真菌症の一例,第107回日本内科学会近畿地方会 (57.6.

12).

木野稔也,松井祐佐公,泉 孝英,大島駿作 :気管支嘱息および PIE における Aspergillusoryzaeに対する

IgE 抗体と沈降抗体の検出について,第32回日本アレルギー学会総会 (57.10.8).

Kino,TリMatsui,YリOshima,S:ReaglnlCSenSltlVltytOhigh molecularfraction caddisayextractin

asthnlaticpatients.XIInternationalCongressofAllergologyandclinicalImmunology,London(1982.10.

18).

木野稔也,泉 孝英 :PIE の1例-ムコール類似の真菌によるアレルギー性気管支肺真菌症について-, 罪

9図過敏性肺炎研究会 (57.6.12).

木野稔也 :アレルギー性気管支肺真菌症について,第23回京都呼吸器疾患懇談会 (57.9.9).

大山口 握,大島駿作 :肺胞マクロファージによるリンパ球幼若化抑制機構,第49回実験結核研究会 (57.10.

6).

大山口 握,松井祐佐公,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :肺胞マクロファージによる T cell幼若化抑制作

用について,第32回日本アレルギー学会総会 (57.10.7).

門 政男,北市正則,泉 孝英,大島駿作,伊藤元彦,玉田二郎,松岡順之介 :放射線治療と化学療法で縮小

し,12年後に再発 した mediastinalgerm cellturnorの-症例,第20回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.ll.

27).

松井祐佐公,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :マウスの IgE 抗体産生におけるシリカ及びマンガンのアジュ

バント効果について,第23回日本アレルギー学会総会 (57.10.7).

Matsui,Y･,Kino,T･,Izumi,T･andOshima,S･:AdjuvanteffectofsilicaandmanganeseonIgEantibody

productionandpatientswithsilicosis･XIInternationalCongressofAllergologyandClinicalImmunology,

London(1982.10.22).

松井祐佐公,大島駿作 :肺癌症例における VP-16の使用経験,第15回京都がん研究会 (57.12.24).

平田健雄 :ワークショップ `̀Monoclonal抗体によるリンパ球機能の解析-の応用"話題提供,第 9回免疫カ

ンファレンス (57.3.13).

平田健雄,節原順一,長井苑子,藤村直樹,泉 孝英 :過敏性肺臓炎の気管支肺胞洗浄液中のリンパ球の機能

的研究 (第 2報)Tリンパ球の subsetについて,第22回日本胸部疾患学会総会 (57.4.6).

平田健雄,長井苑子,藤村直樹,佐 木々義行,泉 孝英 :過敏性肺臓炎とサルコイドーシスにおける気管支肺

胞洗浄液中のTリンパ球 subsets の比較検討,第10回日本臨床免疫学会総会 (57.6.18).
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Hirata,T･,Nagai,S･,Oshima,S･,Izumi,T･:ComparativestudyofT･cellsubsetsinBALfluidinpatients

withhypensensltlVltypneumOnitis.14thWorldCongressonDiseasesoftheChestandthe48thAnnualScien-

tiGcAssembly (1982.10.13).

北市正則,泉 孝英,平田健雄,弗原順一,大島駿作,佐川弥之助,武藤 真,前川暢夫,戸田佳代子,細川

昌則,竹田俊男 :間質性肺炎症例における肺癌の合併一剖検例における検討-,第36回日本肺癌学会関西支部会

(57.2.27).

北市正則,泉 孝英,大島駿作,佐川弥之助,小原幸信,浅本 仁,古田陸広,坪井裕志,市谷迫雄 :病理組

織 レベルからみたサルコイドーシス,慢性ベリリウム肺,過敏性肺臓炎の肺病変の比較検討,第22回日本胸部疾

患学会総会 (57.4.7).

北市正則,泉 孝英, 前原順一,鈴木康弘,浅本 仁,古田陸広 :開胸肺生検で診断された Intravascular

bronchioloalveolartumor(ⅠVBAT)の 1例,第71回日本病理学会総会 (57.4.8).

北市正則 :肺生検の進歩,診断困難な症例呈示,第40回大阪呼吸器疾患談話会 (57.8.25).

北市正則,泉 孝英,平田健雄,前原順一,大島駿作,佐川弥之助,前川暢夫,戸田佳代子,細川昌則,竹田

俊男 :びまん性間質性肺炎症例における肺癌の合併について, 剖検例における検討, 第23回日本肺癌学会総会

(57.8.26).

北市正則,黒住真史 :サルコイド-ジスにおける肺胞マクロファージの形態像,第 2回サルコイド-ジス研究

会総会 (57.ll.6).

藤村直樹,泉 孝英,前原順一,長井苑子,平田健雄,本田和徳,門 政男,大島駿作 :びまん性肺疾患にお

ける免疫グロブリン産生細胞 (IgSC)の増加一気管支肺胞洗浄 (BAL)リンパ球と末梢血 (PBL)リンパ球の比

較-,第22回日本胸部疾患学会総会 (57.4.7).

藤村直樹 :腰原病における肺病変 (話題提供),第 2回京都呼吸器疾患シンポジウム,(57.7.17).

藤村直樹,普天間 健,北市正則,泉 孝英 :多発性ブラにて発見され,ブラ縫縮術後,残存肺に出現して来

たびまん性陰影の急速な進展のために死亡 した1例,第18回びまん性肺疾患研究会 (57.9.18).

藤村直樹 :サルコイド-ジスにおける BAL中1)ンパ球増加の臨床的意義,第 2回サルコイド-ジス研究会総

会 (57.ll.6).

節原順一,泉 孝英,北市正則,大島駿作,中屋敷 博,満安清孝,小原幸信 :開胸肺生検にて診断された

Intravascularbronchioloalveolartumor(ⅠVBAT)の1例,第22回日本胸部疾患学会総会 (57.4.7).

前原順一,藤村直樹,北市正則,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :TBLB による蛍光抗体法およ

び血中 GBM 抗体の間接蛍光抗体法による証明にて診断した Goodpasture症候群の一例,第 5回日本気管支研

究会総会 (57.7.9).

前原順一,普天間 健,松井祐佐公,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,本田和徳 :肺疾患におけるサンドウィ

ッチ法とZ-ゲル法とによる CEA 値の比較検討と肺癌諸因子と CEA-S値との検討,第23回日本肺癌学会総会

(57.8.27).

蘇原順一,泉 孝英,長井苑子,藤村直樹,平田健雄,松井祐佐公,大島駿作,黒住真史 :各種肺疾患におけ

るヒト肺胞マクロファージの活性化-IgG-Fcreceptor,C3-reCeptOrによるロゼット形成および貧食能一に関す

る検討,第32回日本アレルギー学会総会 (57.10.9).

弗原順一 :サルコイド-ジスにおける BAL マクロファージの意義, 第 2回サルコイド-ジス研究会総会

(57.ll.6).

長井苑子,泉 孝英,前原順一,藤村直樹,本田和徳,平田健雄,松井祐佐公,大山口 握,門 政男,木野

稔也,大島駿作 :サルコイド-ジス症例におけるツベルクリン反応陰性化の機序に関する検討,第22回日本胸部

疾患学会総会 (57.4.6).

長井苑子,北市正則,平田健雄,木野稔也,泉 孝英 :肺,眼,皮膚病変をも合併 した心サルコイド-ジスの

1例,第19回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.6.5).

長井苑子,平田健雄,前原順一,藤村直樹,佐々木義行,泉 孝英,黒住真史 :肉芽腫性肺疾患 (サルコイド

-ジス, 慢性ベリリウム肺,過敏性肺臓炎)症例 にお ける BALリンパ球, 特にTリンパ球 subpopulation,
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subsetに関する検討,第32回日本アレルギー学会総会 (57.10.8).

長井苑子,平田健雄 :サルコイド-ジスにおける BAL 中 OKT4'cell,OKT8+cellの臨床的意義,第 2回サ

ルコイ ド-ジス研究会総会 (57.ll.6).

長井苑子 :症例呈示,第 1回京都肺感染症研究会 (57.12.2).

普天間 健,藤村直樹,北市正則,大島駿作,泉 孝英 :健康診断時に多発性ブラの状態で発見された特発性

間質性肺炎の1例,第20回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.ll.27).

鍔田武志,安本 均,武曽恵理,吉田治義,田村忠雄,河合忠一 :ネフローゼ症候群にて発症 し,脳硬基を合

併 した73歳男子におけるル-ブス腎炎の-症例,第12回日本腎臓病学会西部部会 (57.5.28).

鍔田武志,武曽恵理,吉田治義,田村忠雄,河合忠一,関田憲一,浜島義博 :Plasmalymphophoresisを施行

し,血清学的,免疫組織学的改善を確認 した男性 SLE の-症例,第18回京大臨床免疫同好会 (57.7.14).

鍔田武志,武曽恵理,中村保幸,田村忠雄,石川嘉市郎,河合忠一,吉田弥太郎,吉田久博,浜崎周次,足達

敏博 :副腎皮質ステロイドに反応せず Plasmalymphaphoresisを施行 した重症 SLE の-剖検例,第108回日本

内科学会近畿地方会 (57.9.ll).

鍔田武志 :自己免疫疾患における肺実質病変一臨床上の2,3の問題点-, 第19回京大臨床免疫 同好会 (57.

ll.20).

西村浩一,門 政男,北市正則,大島駿作,泉 孝英,松井照夫,加藤弘文 :生検により比較的初期例と診断

されたびまん性細気管支炎の2例,第20回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.ll.27).

西村浩一 :症例呈示,第 1回京都肺感染症研究会 (57.12.2).

池田貞雄,小鯖 覚,木野稔也,泉 孝英他 :肺クリプ トコッカス症の診断-血中クリプ トコッカス抗原を指

標として-,第22回日本胸部疾患学会総会 (57.4.8).

佐野 求,加藤幹夫,佐川弥之助,平田健雄,木野稔也 :インコ飼育小児にみられた抗 Aspergillusoryzae抗

体陽性の過敏性肺臓炎の1例,第19回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.6.5).

村山尚子,武藤 真,藤村直樹,木野稔也他 :アレルギー性気管支肺アスペルギルス症の-症例, 第107回日

本内科学会近畿地方会 (57.6.12).

山阻道彦,矢野秀樹,北市正則,木野稔也他 :AmphotericinBが奏功 した孤立性肺の リブ トコッカス症の一

例,第107回日本内科学会近畿地方会 (57.6.12).

河合 健,木野稔也,中沢次夫,梅枝愛郎 :PIE 症候群についての中間報告一胸部 レ線所見について, 第10

回過敏性肺炎研究会 (57.ll.13).

伊藤 剛,小原安喜子,北市正則他 :胸腺皮質の starrysky現象,第71回日本病理学会総会 (57.4.8).

乾 利夫,迫 雅夫,北苗正則他 ･'最近経験 した喉頭-気管-結核の4例,第107回日本内科学会近畿地方全

く57.6.12).

武藤 真,桜井信男,北市正則他 :慢性関節 リウマチに対する金製剤使用中にびまん性陰影を呈 した 2例,節

17回日本びまん性肺疾患研究会 (57.7.3).

堺 幹夫,浅本 仁,北市正則他 :心陰影の拡大を指摘され,約20年間にわたって入退院をくり返 した1例,

第18回びまん性肺疾患研究会 (57.9.18).

村山尚子,倉沢卓也,北市正則,藤村直樹他 :多クローン性高 γグロブリン血症と胸部Ⅹ線上網状影を呈 した

-症例,第19回びまん性肺疾患研究会 (57.12.18).

本田和徳,非原順一,藤村直樹,平田健雄,泉 孝英,藤堂義郎,伊藤春海 :びまん性肺疾患の CT 像に関

する検討,第22回日本胸部疾患学会総会 (57.4.7).

〔そ の 他〕

泉 孝英,桂 義元 :今月の焦点 "ツベリクリン反応 の新 しい応用一免疫機能 の簡便な指標 として-''(対

読),Medicina 19(ll):2052-2058,1982.

長井苑子 :天地人 ｢ウサギ雑感｣,Medicini1,19(13):2629,1982.
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〔講 演 会〕

大島駿作 :肺癌について-最近の知見,日本生命昭和57年度全国検査医長研修会 (57.5.31).

泉 孝英 :1.各種の免疫反応と臨床的意義,第12回九州アレルギー講習会 (57.1.23).

泉 孝英 :わが国のびまん性汎細気管支炎,第56回国際胸部医学会 (IACPS)日本支部定期講演会 (57.3.6).

泉 孝英 :過敏性肺臓炎の診断,成立機序,鑑別すべき疾患,第 6回京滋嘱息懇話会 (57.3.27).

泉 孝英 :New diagnosticresourcesforchestdiseases‥I-munologicalinformation. 第10回箱根呼吸器討

論会 (57.6.5).

泉 孝英 :細気管支炎の臨床,第 5回広島大学医学部第二内科卒後研修会 (57.7.3).

泉 孝英 :肺胞洗浄液 (BAL)の免疫学 1.サルコイドーシスの BAL. 第 2回免疫アレルギー懇話会 (57.

8.7).

泉 孝英 :肺疾患と免疫,第194回八戸胸部疾患研究会 (57.ll.26).

講演会

Dr.H･A･Fleming(英 Cambridge大)

CardiacSarcoidosis

京大会館 57.6.5.

主催 内科第二部門

Dr.FranGOiseI】asset(仏 INSERM)

HistiocytosisX

大会議室 57.ll.24.

主催 内科第二部門

胸 部 外 科 学 部 門

〔学 会 発 表〕

1. 腫 痕

光岡明夫,金城 明,玉田二郎,瀧 俊彦,田村康一,渡部 智,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :Pulmonary

blastomaの臨床的検討,第36回日本肺癌学会関西支部会 (57.2).

岡田英彦,倉田昌彦,高 欽滞,福本仁志,早稲田則雄,加藤 譲 :乳癌姫織ホルモン受容体と治療成績,節

5回乳癌放射線治療研究会 (57.2).

岡田英彦,高 欽揮,下村泰造,福本仁志,倉田昌彦,藤田正憲,山田公二,人見滋樹,前里和夫,岡田賢二 :

縦隔内浸潤を主体にした Oat一ccllcarcinoma の 1例,第36回日本肺癌学会関西支部会 (57.2).

人見滋樹,前里和夫,岡田賢二,他 3名 :虹彩に転移を来たした肺小細胞癌,第36回日本肺癌学会関西支部会

(57.2.27).

前里和夫,人見滋樹,岡田賢二,奥田 正,鈴木庸之,岡田静雄 :胸腺癌の 1切除例,第36回日本肺癌学会関

西支部会 (57.2.27).

池 修,竹内吉喜,カレッド･レシヤー ド,藤尾 彰,北野司久 :肺癌患者における気管支肺胞洗浄法の検討,

第36回日本肺癌学会関西支部会 (57.2).

藤尾 彰,竹内吉喜,池 修,カレッド･レシヤー ド,北野司久,他 2名 :ヌー ドマウスを用いた invivo制

癌剤感受性試験を施行 した骨肉腫 3症例の検討,同上学会 (57.2).

カレッド･レシャー ド,北野司久,藤尾 彰,池 修,竹内吉喜,他 2名 :癌性胸膜炎の治療成績,同上学会

(57.2).
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カレッド･レシャー ド,北野司久,池 修,竹内吉喜 :癌性胸膜炎の治療の検討,第36回日本肺癌学会関西地

方会 (57.2).

松村理司,立石昭三,他 :左腕頭静脈の結染切断を行なった悪性胸腺腫の 1手術例について,第36回肺癌学会

関西支部会 (1982.2.27).

千葉 渉,瀧 俊彦,伊藤元彦,横鬼瀬裕保,河原崎茂孝,中村達雄,金城 明,光岡明夫,玉田二郎,田村

康一,渡部 智,清水慶彦,寺松 孝 :α-Fetoprotein 高値を示 した肺癌の 1例,第36回日本肺癌学会関西支部

会 (57.2.27).

桑原正喜,松原義人,畠中陸郡,八木一之,小鯖 覚,二宮和子,船津武志,池田貞雄,横川智信,鈴木捷之,

長谷川徹 :肺癌患者における血清フェリチン,第36回日本肺癌学会関西支部会 (57.2.27).

小鮒 覚,八木一之,桑原正喜,二宮和子,畠中陸郡,松原義人,船津武志,池田貞雄 :肋骨の骨肉腫の 1手

術例,第36回日本肺癌学会関西支部会 (57.2.27).

畠中陸郎,小鯖 覚,桑原正喜,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :乳癌の肺転移に対するクモキシ

フェンの効果,第36回日本肺癌学会関西支部会 (57.2.27).

伊藤元彦 :進行肺癌の外科治療- 隣接臓器合併切除の立場から,第82回 日本外科学会総会,シンポジウム

(57.4).

瀧 俊彦,玉田二郎,金城 明,光岡明夫,田村康一,渡部 智,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :肺小細胞

癌外科治療の再検討,第82回日本外科学会総会 (57.4).

桑原正喜,松原義人,畠中陸郎,船津武志,八木一之,小鯖 覚,二宮和子,池田貞雄 :肺癌外科における縦

隔鏡検査の有用性,第82回日本外科学会総会 (57.4.2-4).

北野司久,藤尾 彰 :肺癌に対する invivo制癌剤感受性テス ト,第 1回厚生省がん研究 ｢ヌー ドマウスを用

いた最適抗がん剤の選択に関する研究｣班会議 (57.4).

藤田正憲,咲田倫代,下村泰造,山田公二,岡田英彦, 宝本 仁, 高 欽滞,倉田昌彦 :Diagnosticthora-

coscopyforintrathoracicdiseasewithoutdernonstrablepulm onarylesiononchestBlm,第 3回世界肺癌学会

(57.5).

M･Ito,M･Aoki,J･Tamada,T.Teramatsu:Inductionofsquamouscellcarcinomawith3･4-benzo(a)

pyreneinlmmanbronchustransplantedintc･nudemice.TheIllWorld Conferenceon LungCancer(57.

5).

K･ReshadalldM･Kitano:Pleuralpermeabilityandtreatmentofcarcinomatouspleurisies･第 3回世界肺

癌学会 (57.5).

M･Kitano,A.Fujio,K.Reshad,0.Ike,Y.Takeuchi:InVivoSensitivltyllestofAnti-CancerDrugsto

LtlngCancer･ TheIIIWorldConferenceon LungCancer(57.5)･

M.Kitano,A.Fujio,K.Reshad,0.Ike,Y.Takeuchi:ClinicalEvaluationofCarcinoembryonicAntigen

iI-Lung Cancer･同上学会 (57.5).

S･tkeda,M･Kuwabara,Y.Matsubara,S.Kosaba,K.Ninomlya,R･ Hatakenaka,and T･Funatsu:

CutaneousDelayedHypersensitivityReactiolltOtheTumor-associatedAntigeninPatientswithLungCancer,

TheIllWorldConferenceonLungCancer･(57.5).

MIKuwabara,Y･Matsubara,K Yagi,S.Kosaba,K.Ninomlya,R･Hatakenaka,T･Funatsu,S･Ikeda:

TennesseeAntigeninPatientswithLungCancer.TheIllWorldConferenceonLungCancer･(57.5).

桑原正喜,二宮和子,松原義人,畠中陸郎,八木一之,小鯖 覚,船津武志,池田貞雄 :肺癌末期の癌性疹痛

に対するケア-,日本外科系連合会,第 7回学術集会 (57.5.15-16).

小鯖 覚,八木一之,桑原正喜,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞雄 :縦隔の重複腫疫の 1

手術例,第131回近畿外科学会 (57.5).

池 修,竹内吉喜,カレッド･レシャー ド,藤尾 彰,北野司久 :積極的外科治療が奏効 した原発性肺癌の 2

症例,第131回近畿外科学会 (57.5).

福本仁志,高 欽揮,岡田英彦,倉田昌彦 :脳転移を伴った原発性肺癌,第131回近畿外科学会 (57.5).
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池 修,北野司久,竹内害毒,藤尾 彰,カレッド･レシヤー ド:高令者肺癌に対する limitedoperation･第

15回奈良外科学会 (57.4).

人見滋樹 :機械呼吸の進歩,大阪呼吸器疾患懇話会シンポジウム (57.5.19).

人見滋樹 :私が見つけた早期肺癌, 大阪府医師会, 大阪から肺がんをなくす会合同学術講演会 シンポジウム

(57.5.15).

伊藤元彦 :隣接臓器合併切除- 適応拡大の可能性について,厚生省がん研究大田斑妊会議 (57.6).

竹内吉喜,北野司久,池 修,藤尾 彰,カレッド･レシャー ド:小児の前縦隔に発生 した悪性 リンパ腫の1

手術例,第19回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.6).

藤尾 彰,北野司久,他 4:緊急手術を要 した小児悪性縦隔腺癌3例の換討,第19回日本小児外科学会 (57.6)･

岡田貿二,前里和夫,人見滋樹,鈴木庸之,奥田 正,本出真二,中西洋二 :発見後13年目に切除 しえた扇平

上皮癌の1例,第25回日本胸部外科学会関西地方会 (57.6.ll).

藤尾 彰,竹内吉喜,池 修,カレッド･レシャード,北野司久 :粘表皮癌の1手術例,第25回日本胸部外科

学会関西地方会 (57.6).

寺松 孝 :肺癌治療の現況,特別講演,第25回日本胸部外科学会関西地方会 (57.6.ll-12).

桑原正喜,八木一之,小鯖 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :両側自然気胸58例の

臨床的検討,第25回日本胸部外科学会関西地方会 (57.6.ll).

五十部 潤,住友伸一,伊東政敏,井上律子,小林君美 :特異な胸部 レ線像を呈した肺癌切除例の 2例,同上

学会 (57.6).

田村康一,千葉 渉,中村達雄,光岡明夫,瀧 俊彦,加藤弘文,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :転移性肺

腫癌に対する外科療法の検討,同上学会 (57.6).

千葉 渉,中村達雄,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :縦隔奇形腫群腫癌の

検討- 腺癌マーカーを中心に- ,同上学会 (57.6.ll).

池 修,竹内吉喜,藤尾 彰,北野司久 :肺癌の診断における気管支肺洗浄の検討,同上学会 (57.7).

光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,加藤弘文,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :肺巨細胞癌切除例の検討,第37

回日本肺癌学会関西支部会 (57.7).

福本仁志,高 欽滞,倉田昌彦,室本 仁,藤田正憲,山田公二,端 知夫,下付克美 :肺癌の脳転移症例に

ついて,第37回日本肺癌学会関西支部会 (57.7).

藤尾 彰,竹内吉喜,池 修,北野司久 :AFP 産生胎児性奇形癌肺転移の 1症例,同上学会 (57.7).

岡田賢二,人見滋樹,前里和夫,石井昌生,内藤祐子,小野 孝,根住直史,鈴木庸之,奥田 正 :気管気管

支への浸潤による症状を主とした Hodgkin 病の 1例,第37回日本肺癌学会関西支部会 (57.7.31).

八木一之,畠中陸郎,小鯖 覚,桑原正喜,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄,高橋清之 :肺胸膜由

来の mesothelioma の 1切除例,同上学会 (57.7.31).

小鯖 覚,八木一之,桑原正喜,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄,酢谷忠夫,藤田洋一,

高橋清之 :縦隔腰痛 (未分化癌)の1切除例,同上学会 (57.7.31).

桑原正喜,八木一之,小鯖 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄,本郷隆治,田辺正和 :

肺内腔癖に対する CT scan の臨床的検討,同上学会 (57.7.31).

北野司久,藤尾 彰,他 1:長期継代移植を続けたヒト肺鷹揚の制癌剤感受性の変動,第15回制癌剤適応研究

会 (57.8).

松原義人,桑原正喜,池田貞雄 :肺癌患者における TennesseeAntigen測定,第41回日本癌学会総会 (57.8.

23-25).

桑原正喜,松原義人,池田貞雄 :腫癌特異抗原による肺癌患者の皮内反応,同上学会 (57.8.23-25).

高嶋義光,足達敏博,翠川 修,伊藤元彦,寺松 孝 :ヒト縦隔由来 Teratocarcinoma 培養細胞株 (HMT

cells)の無血清培養と産生する蛋白質に関する研究,同上学会 (57.8).

伊藤元彦,高嶋義光,光岡明夫,玉田二郎,瀧 俊彦,寺松 孝 :縦隔 yolksaccarcinomaのヌー ドマウス

移植- ヌー ドマウスにおける LDH-1AFP の産生,同上学会 (1982.8).
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前里和夫,人見滋樹,岡田賢二 :肺癌症例に対する皮内反応 (PPD,PHA,SUPS)の意義,第23回日本肺癌

学会総会 (57.8.26).

土井紀井,河本 健,秋山治彦,岡田賢二,前里和夫,人見滋樹 :肺癌末期に対する NALPの有用性につい

て,同上学会 (57.8.26).

桑原正喜,二宮和子,松原義人,畠中陸郎,八木一之,小鯖 覚,船津武志,池田貞雄 :末期肺癌のターミナ

ルケア-- Brompton Mixttlre の効果- -,同上学会 (57.8).

二宮和子,桑原正吾,松原義人,八木一之,小鯖 覚,畠中陸部,船津武志,池田貞雄 :肺癌患者における血

清フェリチン,同上学会 (57.8).

松原義人,二宮和子,桑原正善,八木一之,小鯖 覚,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :肺癌患者における血

清 CEA,同上学会 (57.8).

住友伸一,五十部潤,伊東政敏,井上律子,小林君美 :当院における肺癌切除例の検討,同上学会 (57.8).

伊藤元彦 :肺癌に対する limited operation,同上学会シンポジウム (1982.8).

カレッド･レシャー ド,和田洋巳,神頭 徹,乾 健二,北野司久 :癌性胸膜炎,自験例の治療成績,同上学

会 (57.8).

青木 稔,

の発癌実験,

瀧 俊彦,

戟,同上学会

北野司久,

藤尾 彰,

光岡明夫,瀧 俊彦,伊藤元彦,寺松 孝 :ベンツピレン投与によるヌー ドマウス移植 ヒト気管支

同上学会 (57.8).

伊藤元彦,寺松 孝 :Monoclollalantibodyによる肺癌患者 T cellsubsetに関する検討- 第 2

(57.8).

竹内吉喜,池 修,藤尾 彰,他 2:肺腺療 Xen0-graftの臨床的応用,同上学会 (57.8).

竹内吉喜,池 修,北野司久 :肺癌に対する腫癌マーカーとしての CEAの臨床的意義,同上学会

(57.8).

倉田昌彦,高 欽滞,福本仁志,三本 仁,藤田正憲 :大細胞癌の臨床病理学的検討,同上学会 (57.8).

SadaoIkeda,MasayoshiKuwabaraandYoshitoMatsubara:CutaneousDelayedHypersensitivity Reactions

toTumor-specificAntigeninPatientswithLungCancer,13thInternationalCancerCongress(Seattle,57,

9,8-15).

人見滋樹 :胸部 レントゲン所見と開胸所見(1),第84回大阪臨床医会 (57.9.16).

松原義人,二宮和子,桑原正喜,八木一之,小鯖 覚, 畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :肺癌における血清

CEA の再検討,第20回日本癌治療学会総会 (57.9.28-30).

桑原正喜,松原義人,畠中陸郎,小鯖 覚,八木一之,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :新 しい人工気管によ

る気管分岐部の再建,同上学会 (57.9.28-30二).

M･Kitano,K･Reshad,A･Fuiio･･InVivoSensitivityTestofAnti-CancerAgentstoLungCancer,13th

llユーernationalCancerCongress(57.9).

倉田昌彦,西谷 裕,生嶋宏彦 :胸腺腫の外科的治療とその予後,第 1回胸腺研究会 (57.10).

中村良雄 :高令者の胸腺腫摘出の2例,同上学会 (57.10.13).

Abe,R,,Mizuno,H･,Ikushima,H･,Ikehara,K･:HistocompatibilityantlgenSandprimarylung cancer,

XIV WorldCongressonDiseaseoftheChest(57.10).

人見滋樹 :胸部 レントゲン所見と開胸所見(2),第85回大阪臨床医会 (57.10.30).

田村康一,千葉 渉,中村達雄,光岡明夫,瀧 俊彦,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :本院における転移性

肺腫痘80例の検討,第35回日本胸部外科学会総会 (57.10).

畠中陸郡,八木一之,小鯖 覚,桑原正喜,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :パ ンコ-ス ト鷹揚の

外科治療,同上学会シネシンポジウム (57.10).

瀧 俊彦,光岡明夫,田村康一,加藤弘文,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :肺小細胞癌集学的治療における

外科治療の意義,同上学会シンポジウム ｢肺癌集学的治療における外科治療の組織型別にみた評価｣ (57.10).

三宅正幸,松井輝夫,中村達雄,住友伸一,青木 稔,高嶋義光,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,加藤弘文,
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清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :胸部における AFP産生鷹揚の鷹揚マーカーによる鑑別,第50回日本結核病学

会,第20回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.ll.27).

前里和夫,人見滋樹,岡田貿二,岡田静雄,立花時夫 :後縦隔発生の胸腺腫の1治験例,第20回日本胸部疾患

学会近畿地方会 (57.ll.27).

岡田貿二,人見滋樹,前里和夫,鈴木庸之,奥田 正,辻野博之,倉沢卓也 :自然気胸で発症し,手術を施行

した原発性肺癌の2例,同上学会 (57.ll.27).

田中豊子,藤田正憲,室本 仁,倉田昌彦,高 欽揮,福本仁志,相良雪子,西村吉明 :広義の Meigs症候

群と考えられる2症例,同上学会 (57.ll.27).

鈴木雄二郎,鈴木克洋,丸井康子,李 啓充,武藤 真,村山尚子,桜井信男,西山秀樹,倉沢卓也,久世文

辛,川合 満,中西通泰,前川暢夫,光岡明夫 :Recklinghausen病に合併 した胸壁 neuro丘brosarcomaの 1症

例,同上学会 (57.ll).

北野司久,藤尾 彰 :肺癌に対する In Vivo制癌剤感受性テス ト及びその臨床的応用,第 2回厚生省がん研

究 ｢ヌー ドマウスを用いた最適抗がん剤の選択に関する研究｣班会議 (57.ll).

瀧 俊彦,伊藤元彦 :肺小細胞癌治療における外科治療の役割,厚生省がん研究,大田粧姓会議 (1982･12)･

2. 胸腺 ･免疫

光岡明夫,瀧 俊彦,伊藤元彦,寺松 孝,北野司久,後藤光良,杉山正敏 :免疫増強としての cyclopho-

sphamide投与法の基礎的検討,第41回日本癌学会総会 (57.8).

神頭 徹,カレッド･レシャー ド,乾 健二,岡野昌彦,和田洋巳 :胸腺摘除術を施行 した重症筋無力症の 3

例,第123回静岡県外科医会 (57.9).

3. 結 核

カレッド･レシャー ド,和田洋巳,神頭 徹,乾 健二 :膿胸,90例の治療成績,第41回胸部疾患学会東海地

方会 (57.6).

住友伸一,五十部潤,小林君美 :最近経験した気管支結核の1例,第59回 日本結核病学会東海地方学会 (57.

6).

中村達雄,千葉 渉,玉田二郎,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :結核性気

管支閉塞に続発した mucoidimpaction の1例,第19回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.6).

立石昭三,他 :癌性かと考えられた結核性胸腹膜炎,第49回結核病学会近畿地方会 (57.6.5).

前里和夫,人見滋樹,岡田_賢二,玉田二郎 :気管 ･気管支結核 8例の検討,第 5回日本気管支学会総会 (57.

7.9).

千葉 渉,渡部 智,坂東憲司,長谷光雄 :Trachealbronchus分枝区域に限局 した結核腫の1治験例,第19

回日本結核病学会,第18回日本胸部疾患学会,第 3回日本気管支学会合同北陸地方会 (57.ll).

瀧 俊彦,金城 明,光岡明夫,田村康一,加藤弘文,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :当院における肺結核

外科の現況,第57回日本結核病学会総会 (57.4).

4.人 工 材 料

小鯖 覚,八木一之,桑原正喜,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :NevillC 型人工気管

の改良,第20回日本人工臓器学会 (57.9.12-14).

加藤弘文,中村達雄,水野 浩,松延政一,田村康一,渡部 智,清水慶彦,寺松 孝 :アルミナセラミック

ス人工骨- 肋軟骨との反応について- ,同上学会 (1982.9).

田村康一,中村達雄,水野 浩,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝,日野常稔 :PolyvinylAIcohoトSilicaCom-

positeの人工血管-の応用- 長期生体置換例の表面性状の検討- ,同上学会 (57.9).

清水慶彦,田村康一,加藤弘文,寺松 孝,日野常稔 :meshによる人工気管における創傷治癒に関する検討,

同上学会 (57.9).

清水慶彦,寺松 孝 :人工気管の歴史,同上学会20周年記念パネル (57.9).
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小鮪 覚,八木一之,桑原正喜,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :人工気管の実験的研

究,第35回日本胸部外科学会総会 (57.10).

清水慶彦,中村達雄,宮本好博,松延政一,加藤弘文,寺松 孝 :Collagen複合化 polypropylenemeshによ

る人工気管の実験的並びに臨床的研究,同上学会 (57.10).

田村康一,水野 浩,中村達雄,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝,他 1名 :Polyvinylalcoholの新 しいゲル化

法ならびに医用材料としての基礎的研究,第 4回日本バイオマテリアル学会 (57.ll).

中村達雄,水野 浩,田村康一,渡部 智,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝,筏 義人,玄 丞焦,K.

Jamshidi,鈴木昌和 :生体内分解性高分子材料の分解と生体に及ぼす影響,日本バイオマテ リアル学会第 4回学

術講演会 (57.ll).

加藤弘文 :アルミナセラミックスと肋軟骨 との反応,第 2回整形外科セラミックインプラント研究会 (57.

12).

寺松 孝 :生体高分子合成高分子複合体,第30回高分子夏季大学 (57.7.4-7).

5. 心 ･血 管

島本光臣,篠崎 拓,千原幸司,高橋憲太郎,井村正史,山崎文郎,秋山文弥 :未稽動脈閉塞症の外科治療経

験,第200回東海外科学会 (57.2).

高橋憲太郎,篠崎 拓,島本光臣,千原幸司,井村正史,LLJ崎文郎,秋山文弥 :鋭的心臓外傷の2治験例,同

上学会 (57.2).

島本光臣,篠崎 拓,千原幸司,高橋憲太郎,井村正史,山崎文郎,秋山文弥 :大動脈弁再弁置換症例の検討,

第12回日本心臓血管外科学会総会 (57.5).

伊東政敏,五十部 潤,住友伸一,井上律子,小林岩美 :PS に合併した冠動泳癖の1例,第25回日本胸部外

科学会関西地方会 (57.6).

井村正史,篠崎 拓,島本光臣,千原幸司,高橋憲太郎,

した1例,第25回日本胸部外科学会関西地方会 (57.6).

島本光臣,篠崎 拓,千原幸司,高橋憲太郎,井村正史,

例の成績に関する検討,第25回日本胸部外科学会関西地方会

高橋憲太郎,篠崎 拓,島本光臣,千原幸司,井村正史,

の1例,同上学会 (57.6).

千原幸司,篠崎 拓,島本光臣,高橋憲太郎,井村正史,

する検討,同上学会 (57.6).

五十部 潤,伊東政敏,住友伸一,井上律子,小林君美,

東海地方会 (57.7).

山崎文郎,篠崎 拓,島本光臣,千原幸司,高橋憲太郎,

部大動脈癖の2例,第123回静岡県外科医会集談会 (57.9).

井村正史,篠崎 拓,島本光臣,千原幸司,高橋憲太郎,

発 した左心室宿の手術治験,同上学会 (57.9).

山崎文郎,秋山文弥 :心外傷後に僧帽弁置換術を要

山崎文郎,秋山文弥 :近年のペースメーカー植込み

(57.6).

山崎文郎,秋山文弥 :開心術後に発生した気管狭窄

山崎文郎,秋山文弥 :心大血管手術後の DIC に関

他 3名 :左室橋の1治験例,第58回日本循環器学会

山崎文郎,河原崎茂孝,秋山文弥 :最近経験した胸

山崎文郎,河原崎茂孝,秋山文弥 :重症不整脈を頻

伊東政敏,五十部 潤,住友伸一,井上律子,小林君美 :A ･Cバイパス手術の経験,第37回国立病院療養所

総合医学会 (57.9).

高橋憲太郎,篠崎 拓,島本光臣,千原幸司,井村正史,山崎文郎,秋山文弥 :心筋保護液-の Diltiazem

追加効果に関する臨床的検討,第 6回心筋保護研究会 (57.10).

千度幸司,島本光臣,篠崎 拓,高橋憲太郎,井村正史,山崎文郎,秋山文弥 :感染性心内膜炎の活動期手術

例の検討,第35回日本胸部外科学会総会 (57.10).

島本光臣,篠崎 拓,千原幸司,高橋憲太郎,井村正史,山崎文部,秋山文弥 :手術近接期冠動脈撃縮予防を

目的とした Diltiazem 持続静注法,同上学会 (57.10).

秋山文弥 :心 ･大血管疾患の CT 診断,静岡県中部医学会学術講演会 (57.ll).
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山崎文郎,篠崎 拓,島本光臣,千原幸司,高橋憲太郎,井村正史,河原崎茂孝,秋山文弥 :食道及び右気管

支-の圧迫症状を主徴とした下行大動脈橋の1例,昭和57年度日本循環器学会東海 ･北陸合同地方総会 (57.ll).

島本光臣,篠崎 拓,千厩幸司,高橋憲太郎,山崎文郎,井村正史,河原崎茂孝,秋山文弥 :弓部 ･下行大動

脈癖に対する大動脈クリッピング法の経験,同上学会 (57.ll).

井村正史,篠崎 拓,島本光臣,千原幸司,高橋憲太郎,山崎文郎,河原崎茂孝,秋山文弥,泰江弘文,永尾

正男 :重症不整脈発作を頻発 した心室癖の1治験,同上学会 (57.ll).

6. 一般胸部疾患 ･他

船津武志,畠中陸郎,松原義人,小鯖 覚,桑原正喜,八木一之,二宮和子,池田貞雄 :人工気管による気管

分岐部の再建,第82回日本外科学会総会 (57.4.2-4).

松原義人,桑原正喜,八木一之,小鯖 覚,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :高齢者における自然

気胸の治療方針,第22回日本胸部疾患学会総会 (57.4.6-8).

池田貞雄,小鯖 覚,八木一之,桑原正喜,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志,塩貝国雄,鈴木捷之,

長谷川 徹 :肺クリプ トコッカス症の診断- 血中クリプ トコッカス抗原を指標として- ,同上学会 (57.4)･

船津武志,畠中陸郎,桑原正喜,小鯖 覚,八木一之,松原義人,二宮和子,池田貞雄,高橋清之 :気管気管

支軟化症の発生機序- 剖検例からの検討,同上学会 (57.4.).

小鯖 覚,畠中陸郎,二宮和子,八木一之,桑原正喜,松原義人,船津武志,池田貞雄 :気管ボタンによる慢

性呼吸不全の外来管理,同上学会 (57.4.6-8).

中島道郎,立石昭三,他 :自然気胸の発症と気候の関係について,同上学会 (57.4).

瀧 俊彦,山中 晃,千葉 渉,光岡明夫,青木 稔,玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝 :気管支性嚢胞壁内腺

の免疫組織化学- 気道分泌系の観点から,同上学会 (57.4).

カレッド･レシャー ド,北野司久,池 修,竹内吉喜,藤尾 彰 :自然気胸200例の治療成績,同上学会 (57･

4).

人見滋樹,前里和夫,岡田賢二,高橋憲太郎 :肝性胸水の検討,同上学会 (57.4.6).

竹内吉喜,北野司久,池 修,藤尾 彰,カレッド･レシャー ド:Transaxillarytransverseincisionによる開

胸法の検討,第15回奈良外科学会 (57.4).

八木一之,小鯖 覚,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志, 池田貞雄 :高令者の Pneumo-

nectomy,第131回近畿外科学会 (57.5.15).

竹内吉害,池 修,カレッド･レシャード,藤尾 彰,北野司久 :外傷性血気胸の治療に関する検討,同上学

会 (57.5).

立石昭三 :存宅酸素療法について,京都胸部医会学術講演会 (57.5.21).

八木一之,小鮪 覚, 桑原正喜,松原義人, 畠中陸郎, 二宮和子, 船津武志, 池田貞雄 :胸壁に発生 した
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小鯖 覚,八木一之,桑原正喜,二宮和子,松原義人,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :Neville 型人工気管

の改良,同上学会 (57.6.ll-12).

池 修,竹内吉喜,藤尾 彰,北野司久,他 1:乳癌術后胸膜皮膚壕に対する胸壁再建術,同上学会 (57.6).

手塚裕章,藤田正憲,室本 仁,堀井正雄,立花和善男,倉田昌彦,高橋 珍,杉山武敏 :Pepleomycinによ

ると考えられる急速に進行 した間質性肺腺維症の1剖検例,第19回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.6).

光岡明夫,桟見瀬裕保,千葉 渉,中村達雄,金城 明,玉田二郎,瀧 俊彦,田村康一,渡部 智,清水慶

彦,伊藤元彦,寺松 孝 :CT angiography によって発見 した重複上大静脈症の1症例,同上学会 (57.6).

カレッド･レシャー ド,和田洋巳,神頭 徹,乾 健二 :自然気胸の外科療法の検討, 第122回静岡外科医会

(57.6).

乾 健二,神頭 徹,カレッド･レシャード,和田洋巳 :先天性心膜欠損症の一例,第41回日本胸部疾患学会

東海地方会 (57.6).

和田洋巳,乾 健二,神頭 徹,カレッド･レシャード:嫌気性菌性膿胸の 2例,東海呼吸器感染症研究会
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普)同上学会 (57.6).

畠中陸郎,船津武志,松原義人,八木一之,小鯖 覚,桑原正喜,二宮和子,池田貞雄 :気管 ･気管支軟化症

- その病態と病理組織学的所見,第 5回日本気管支学会総会 (57.7.9-10).

小鯖 覚,八木一之, 桑原正喜, 畠中陸郎,松原義人, 二宮和子, 船津武志, 池田貞雄 :人工気管の研究

(Neville の人工気管の改良),同上学会 (57.7.9-10).

桑原正喜,畠中陸郎,小鯖 覚,八木一之,二宮和子,松原義人,船津武志,池田貞雄 :人工気管による気管

分岐部の再建,同上学会 (57.7.9-10).

桑原正喜,八木一之,小鯖 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺内病変に対する

CT scanの臨床的検討,第49回日本結核病学会第19回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.6.5).

八木一之,小鯖 覚,桑原正喜,松原義人,畠中陸邸,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :自然気胸患者の術後

肺機能の検討,同上学会 (57.6.5).

小鯖 覚,八木一之,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄,高橋活之 :LIP の

1手術例,同上学会 (57.6.5).

池田貞雄,八木一之,小鯖 覚,桑原正喜,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,鈴木捷之,長谷川徹 :肺クリプ

トコッカス症の診断- 血中クリプ トコッカス抗原を指標として,同上学会 (57.6.5)

人見滋樹,前里和夫,岡田賢二,加藤幹夫 :両側気腫性巨大肺のう腹症に対する外科療法の検討,第 2回京都

呼吸器シンポジウム (57.7.16).

藤川 潤,藤田正憲,江口 忠,山田公二,宝本 仁,倉田昌彦 :気管支鏡にて除去しえた,閉塞性肺炎を伴

う気管支結石の1例,第 5回日本気管支学会 (57.7).

M.Aoki,M.Itoh,T.Teramatsu,K.-I.tliraiandK.Ogawa:PeroxidaseActivltyinTrachealEpithelium

andGalndofRatinExperimentalTracheobronchitisIUS-JapanHistochemistryandCytochemistryCongressI

July,1982.

カレッド･レシャード,和田洋巳,神頭 徹,乾 健二 :呼吸疾患における抗生物質の使い方について,静岡

県抗生物質研究会 (57.7).

竹内吉喜,北野司久,藤尾 彰,池 修,他 1:肺腫癖が疑われたクリプトコッカス症の 1例,第37回肺癌学

会関西地方会 (57.7).

畠中陸郡,八木一之,小鯖 覚,桑原正喜,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :気管分岐部の再建術,

第23回日本肺癌学会総会 (57.8.26-27).

北野司久,藤尾 彰 :悪性腫療切除術后の胸壁欠損に対する胸壁再建術の検討,第20回日本痛治療学会 (57.9).

松本守海,山本博昭,彰作 進 :自然気胸の治験例について (両側同時手術例を中心にして),第31回共済医

学会総会 (57.10).

伊藤元彦 :肺疾患の手術適応,日本胸部外科学会卒後教育セミナー (57.10).

光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,加藤弘文,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝,北野司久,石井松漢,藤堂義郎

:縦隔病変に対する gascontractedCT,第35回日本胸部外科学会総会 (57.10).

桑原正喜,松原義人,小鯖 覚,八木一之,二宮和子,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :胸壁再建法の検討.

同上学会 (57.10.13).

乾 健二,神頭 徹,和田洋巳,カレッド･レシャー ド:慢性呼吸器疾患における SICMC の使用経験,静

岡県気管支研究会 (57.10).
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桑原正喜,松原義人,畠中陸郡,八木一之,小鯖 覚,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :自然気胸の手術,節
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小鯖 覚,八木一之,桑原正喜,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :人工気管による気管
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長谷光雄,千葉 渉,坂東憲司,渡部 智 :低肺機能者に合併 した肺胞蛋白症の 1例,第29回日本結核病学会

第18回日本胸部疾患学会,第 3回日本気管支学会合同北陸地方会 (57.ll).

乾 健二,神頭 徹,高橋 衛,カレッド･レシャー ド,和田洋巳 :胸膜中皮腫の 3例,第41回中部肺癌学会

(57.ll).

五十部 潤,糸井和美,伊東政敏,井上律子,小林 君美 :巨大嚢胞手術の経験,第42回日本胸部疾患学会東

海地方学会 (57.ll).

松本正風 岡野昌彦,乾 健二,神頭 徹,カレッド･レシャード,和田洋巳 :薬剤による好酸球性肺炎の2

症例,同上学会 (5711).

岡野昌彦,乾 健二,神頭 徹,カレッド･レシャー ド,和田洋巳 :典型的夏型過敏性肺炎として発症 し, 2

年目の再発にて増悪 した 1例,同上学会 (57.ll).

中村達雄,糸井和美,松井輝夫,三宅正幸,住友伸一,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,加藤弘文,清水慶彦,

伊藤元彦,李 勝弘,浅井信明,佐川弥之助 :外傷による気管支離断の気管支再建による2治験例, 第132回近

畿外科学会 (57.ll).

小鯖 覚,中村良雄,八木一之,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :気管支鏡

下 Nd-YAG LASER の使用経験,同上学会 (57.ll.20).

中村良雄,八木一之,小鯖 覚,桑原 覚,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄

:呼吸器科領域におけるフィブリン糊の応用,同上学会 (57.ll.20).

松井輝夫,三宅正幸,中村達雄,住友伸一,青木 稔,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,加藤弘文,清水慶彦,

伊藤元彦,寺松 孝,琴浦良彦 :肋骨にみられた aneurysmalbonecystの1症例,第50回日本結核病学会,節

20回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.ll.27).

池田貞雄,池 修,中村良雄,小鯖 覚,二宮和子,桑原正喜,畠中陸郡,松原義人,船津武志 :巨大肺嚢胞

症の両側一期手術について,同上学会 (57.ll.27).

中村良雄,池 修,小鯖 覚,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :若年者肺ク

リプ トコッカス症の1切除例,同上学会 (57.ll.27).

小鯖 覚,池 修,中村良雄,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄,高橋清之 :

縦隔 リンパ管腫の1切除例,同上学会 (57.ll.27).

桑原正喜,中村良雄,池 修,小鯖 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄,高橋清之 :

縦隔検査で診断された Neurinoma の1例,同上学会 (57.ll.27).

乾 健二,神頭 徹,高橋 衛,カレッド･レシャー ド,和田洋巳 :胸膜中皮腫に対する外科療法の検討,静
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ン合成高分子複合体の作製,人工臓器 10(6):985,1981.

5.心血管

秋山文弥 :日本に於ける心臓外科の現況.全国自治体病院協議会雑誌15:1,1982.

島本光臣,篠崎 拓,千原幸司,高橋憲太郎,井村正史,山崎文郎,秋山文弥 :大動脈弁再弁置換症例の検討.

日本心臓血管外科学会雑誌12:99,1982.

島本光臣,篠崎 拓,千厩幸司,高橋憲太郎,井村正史,山崎文郎,河原崎茂孝,秋山文弥 :Coronary

Arterio-CameralFistulaの 2例,胸部外科35:891,1982.

千原幸司,篠崎 拓,島本光臣,高橋憲太郎,井村正史,山崎文郎,秋山文弥 :開心術後に留置した Flow-

directedballoncatheterによる肺梗塞 ･膿胸の1治験例,日本胸部外科学会雑誌30:1725,1982.

千原幸司,篠崎 拓,島本光臣,高橋憲太郎,井村正史,山崎文郎,秋山文弥,滝沢明憲,永尾正男,表 信

吾 :断裂カテーテルの血管内通残.外科診療.24:97,1982.

6. 一般胸部疾患

和田洋巳,神頭 徹,乾 健二,他 :胸部外科手術麻酔における HFV (High FreauencyVentilation)の応

用,日本外科学会雑誌,83:60,1982.

北野司久,カレッド･レシャー ド:胸郭変形に対する外科療法の研究, 日本胸部外科学会雑誌30:166-168,

1982.

光岡明夫,北野司久 :漏斗胸の外科療法 (胸骨翻転術)- 胸骨短縮法 ･胸骨内固定法の適用- , 手術36

(3),269,1982.

池田貞雄,畠中陸郎,松原義人,小鯖 覚,八木一之,宮本好博,桑原正喜,二宮和子,船津武志 :人工気管

による気管分岐部の再建,日本胸部外科学会雑誌,第30巻,第 4号.

伊藤元彦,瀧 俊彦,光岡明夫,田村康一,清水慶彦,寺松 孝 :気管再建,臨床胸部外科 2(4),1982.7.

志熊 粛,横山和敏,森本英夫,垣内成泰,堀田洋一,武内敏郎,岡田英彦,下村泰造,倉田昌彦 :傍食道型

縦隔気管支性嚢腫の2手術治験例,胸部外科,35:203,1982.

二宮和子,松原義人,池田貞雄,八木一之,小鯖 覚,宮本好博,桑原正喜,畠中陸郎,船津武志 :胸膜炎に

おける胸膜針生検の意義,日本胸部臨床,第41巻,第12号.

北野司久,竹内吉喜,池 修,光岡明夫,カレッド･レシャー ド,藤尾 彰,他 1:手術后に確定診断がつい

た陳旧性気管内異物の1治験例,胸部外科,35:316-319,1982.

北野司久,光岡明夫,宮本好博,藤尾 彰,カレッド･レシャー ド:Poland 症候群に対して胸骨翻転術を応

用した 1手術治験例,胸部外科35:946-95Q,1982.

清水慶彦,寺松 孝 :気管気管支形成術,外科診療,24(3),303,1982.



昭和58･3 - 33-

寺松 孝 :右上菓切除における私の方法,外科診療24(ll),1413,1982.

本田和徳,人見滋樹,他29名 :サルコイドーシスに対する経気管支肺生検 (TBLB)の実施状況とその診断学

的意義に関する検討,日胸疾会誌20(7),777-783,57.

北野司久,藤尾 彰 :漏斗胸に対する治療- 特に腹直筋有茎性胸骨翻転術について- ,小児外科14:1157

-1165,1982.

高橋憲太郎,前里和夫,人見滋樹 :肺塞栓症の 3例,日本胸部臨床,40(12),1030-1039,1982.

瀧 俊彦,小鯖 覚,宮本好博,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :胸部X線

写真における正常気管内径の計測- 気管気管支軟化症の診断基準のために,日本胸部疾患学会雑誌,第20巻,

12号 (1982.12).

松原義人,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :人工気管による気管再建術,臨床外科 Year Book 1982.

船津武志,小鯖 覚,八木一之,桑原正喜, 畠中陸郎,松原義人,二宮和子,池田貞雄 :気管気管支軟化症

DiagnosisandPathogenesisoftheAcquir(,dTracheobronchomalacia･気管支学,第 4巻第 2号.

病 理 学 部 門

1. 肉芽 ･癌研究グループ

〔学 会 発 表〕

橋本研二,木下和之,吉田竜太郎,安平公夫 :発癌経過中のマウス血清中の DNA-bindingprotei1-(3)精製

とガン細胞増殖抑制について,日本癌学会第41回総会講演 (昭和57.8).

吉田竜太郎,滝川 修,安井浩明,早石 イ軌 安平公夫 :癌細胞の増殖抑制と酸素添加酵素の誘導,日本生化

学会第55回総会講演 (昭和57.10).

〔誌 上 発 表〕

Hamamoto,YリKinoshita,KリHashimoto,K.,Matsushita,T･andYasuhira,K∴Experimentalproduction

ofpulmonarygranulomas･II･Agedepend{三nCyandimmunemodurationofgranulomaproduction,Brit･J･

exp.Path.63:506-513(1982)I

Hamarnoto,Y.,Hashimoto,K.,Baba,M.,Kinoshita,K.andYasuhira,K･:Experimentalproductionof

pulm onarygranulomas,III･Plasmacellgranuloma,Brit･J･exp･Path･64inpress)･

Hamamoto,Y.,Kinoshita,K.,Matsushita,T.,Kogishi,K.andYasuhira,K･:Experimentalproduction

ofpulmonarygranulomas,IV,Eosinophilicgranuloma,Brit･J･exp･Path,(inpress)･

Kanazawa,S.,Morikawa,S.,Harada,T.,Yasuhira,K.,Matsubara,Y･,Ikeda,S.,Soeda,S.andFujimura,

M･:Carci-10embryonicantlgenproducingculturedcelllinesenabledetectionofatltOantibodiesinserafrom

patientswith gastro-intestinalcancer,Cancer50:107-114(1982)I

Hashimoto,KリSuzuki,YリKinoshita,KリTakahashi,G.aI一dYasuhira,K:Microsomalhydroxylationof

31methylcholanthrene:AnalysisbycomputerizedGC-MSsystem･J･Chromat･260:429-438(1983)

2. 結合組織 ･老化研究グループ

〔学 会 発 表〕

石井正治,山室隆夫,琴浦艮彦,竹田俊男 :骨 ･軟部悪性鷹揚に対する制癌剤感受性試験- Radioisotopeに

よる CellViability の測定- ,第55回日本整形外科学会総会 (昭57.3).

松村敦子,樋口京一,橋本研二,細川昌則,安平公夫,竹田俊男,清水克時 :老化促進モデルマウス (SAM)
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に関する実験的研究- Ⅴ.新しいアミロイド ASsについて,第71回日本病理学会総会 (昭57.4).

細川昌則,樋口京-,竹下修史,清水克時,本間篤子,戸田佳代子,入野美香,笠井隆一,竹田俊男 :老化促

進モデルマウス (SAM)に関する実験的研究Ⅵ.老化度判定基準- GradingScoreSystem- について,罪

71回日本病理学会総会 (昭57.4).

樋口京-,松村敦子,橋本研二,竹下修史,本間篤子,細川昌則,安平公夫,竹田俊男 :老化促進モデルマウ

ス (SAM)に関する実験的研究Ⅶ.新 しいアミロイ ド蛋白 (ASs)の免疫組織学的解析,第71回日本病理学会総

会 (昭57.4).

清水克時,石井正治,笠井隆一,山室隆夫,樋口京一,松村敦子,竹下修史,細川昌則,竹田俊男 :老化促進

モデルマウス (SAM)に関する実験的研究Ⅷ.関節アミロイド沈着について,第71回日本病理学会総会 (昭57.

4).

入野美香,竹田俊男,安平公夫 :銅と神経系発育 n:Penicillamine による銅欠乏マウスにおける電子頼政鏡

的研究,第71回日本病理学会総会 (昭57.4).

清水克時,奥村秀雄,山室隆夫,竹田俊男 :関節の加齢とアミロイド沈着-術中切除標本の組織学的検討,節

26回日本 リウマチ学会総会 (昭57.5).

Takeda,T･,Ozasa,H･,Hosokawa,M･andlshii,M.:Responseofconnectivetissuetosexsteroids.Inter-

nationalWorkshopofInvestigativeDermatology,Kyoto,1982.6.

樋口嘉一,松村敦子,本間篤子,竹下修史,橋本研二,細川昌則,安平公夫,竹田俊男: ｢老化促進モデルマ

ウス (SAM)にみる老化アミロイド (ASsAM)の免疫組織化学的研究,日本基礎老化学会第 6回大会 (昭57.7).

細川昌則,笠井隆一,樋口嘉一,清水克時,竹下修史,本間篤子,入野美香,戸田佳代子,松村敦子,松下

睦,竹田俊男:｢老化促進モデルマウス (SAM)｣ の老化度判定基準- GradingScoreSystem- について

(第ロ報),日本基礎老化学会第 6回大会 (昭57.7).

樋口嘉一,松村敦子,本間篤子,橋本研二,細川昌則,安平公夫,竹田俊男 :正常マウス血清中にみられる老

化アミロイド(ASs)共通抗原性物質の生体内局在について,日本基礎老化学会第 6回大会 (昭57.7).

戸田佳代子,松村敦子,細川昌則,浜本 肇,清水克時,石井正治,竹田俊男 :Werner症候群患者にみられ

たムコ多糖異常,第14回日本結合組織学会総会 (昭57.7).

樋口嘉一,松村敦子,本間篤子,橋本研二,清水克時,細川昌則,安平公夫,竹田俊男 :正常マウス血清中に

みられる老化アミロイド (ASs)共通抗原性成分の単離と同定,第14回日本結合組織学会総会 (昭57.7).

竹下修史,樋口京-,松村敦子,入野美香,戸田佳代子,竹田俊男 :マウス老化アミロイド (ASs)共通抗原

性物質の生体内局在について,第14回日本結合組織学会総会 (昭57.7)･

樋口嘉一,松村敦子,橋本研二,本間篤子,細川昌則,安平公夫,竹田俊男 :老化促進モデルマウスに沈着す

る新しいアミロイド蛋白 (ASsAM)について,第55回日本生化学会大会 (昭57･9).

竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)にみる皮膚変化,特に老化アミロイド (ASsAM)沈着について,罪

7回日本研究皮膚科学会 (招待講演)(昭57.9).

〔誌 上 発 表〕

吉田新治,宇都宮隆史,山口省之,森山英俊,細川昌則,冨元一彦,南 弘 :同胞に発症 した Testicular

FeminizationSyndromeの2例に関する内分泌学的検討 :産婦人科の実際30:221-230(1981).

桜井信男,板東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,久世文事,川合 溝,中西通泰,前川暢夫,細川昌則 :アレルギ

ー性肉芽腫症 ･血管炎 (Churg-Strauss症候群)の1例 :京大胸部研紀要15:94-105(1982)･

石井正治,山室隆夫,竹田俊男 :骨 ･軟部悪性腫疫に対する定量制癌剤感受性試験 Radioisotopeによる

CellViability の測定 :日整会誌56:293-304(1982).

潰上 洋,四方実彦,山室隆夫,竹田俊男 :牛胎児頚椎後縦靭帯発生の形態学的観察 :整形外科基礎科学 9:

333-338(1982).

Ozasa,H･,Tominaga,T･,Nishimura,T･andTakeda･T･:Dissociationofthe5a-reductaseactivityfrom
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thespecificdihydrotestosteronebindingactlVltylnCulturedhumanfibroblasts,Endokrinologie78:115-117

(1981).

Shimizu,K･,Higuchi,KリYamamuro,TリOhtsuji,T･andTakeda,T･:Increaseinpyridinolinecross-

1inkingofmousebonecollageninducedbyestrogen,Experientia38:864-865(1982).

Hamamoto,HリUeba,YリSudo,Y.,Sanada,H･,Yamamuro,T･andTakeda,T∴Dupuytren'scontracture:

Morphologicalandbiochemicalchangesinthepalmaraponeurosis,TheHand14:237-247(1982)･

Irino,M.,Yasuhira,K.andTadeda,T.:D-PencillaminetoxICltyinmice.II.ConcentrationsofCu,Zn,

andFerelatedtodevelopmentoftoxicity,Toxicol.Appl.Pharmacol.63:1-12(1982).

Irino,M,,Sanada,H･,Tashiro,S･,Yasuhira,K･andTadeda,T･:D-PencillaminetoxICltylnmice.III･

Pathologicalstudyofoffspringofpenicillamine-fedpregnantandlactatingmice,Toxicol･Appl.Pharmacol･

65:273-285(1982).

Takeshita,S･,Hosokawa,M･,Irino,M･,liiguchi,K･,Shimizu,K･,Yasuhira,K･andTadeda,T.:Sponta-

neousage-associatedamyloidosisinSenescenceAcceleratedMouse(SAM),Mech･AgeingDev.20:13-23

(1982)･

Shimizu,KリIshii,MリYamamuro,TリTakeshita,SリHosokawa,M･andTakeda,T･:Amyloiddeposition

inintervertebraldiscsofsenescence-acceleratedmouse,Arth.Rheum.25:710-712(1982).

Matsumura,A.,Higuchi,K.,Shimizu,K.,Hosokawa,M.,Hashimoto,K.,Yasuhira,K.andTakeda,T.:

Charactterizationofanovelamyloidfibrilprotein(ASsAM)isolatedfrom senescence-accelaratedmice,Lab.

Invest･47:270-275 (1982).

〔著 書〕

竹田俊男 :コラーゲン代謝と内分泌,編集,永井 裕,藤本大三郎,コラーゲン代謝と疾患 :155-170, 講談

礼,昭57.

竹田俊男 :贋原線維の化学と機能,編集,水島 裕,塩川優一,炎症と抗炎症療法 :64-70, 医歯薬出版,昭

57.

竹田俊男 :自然発症アミロイド症 (マウス),編集,川俣順一,松下 宏,疾患モデル動物ハンドブック No.

2:323-329,医歯薬出版,昭57.

竹田俊男 :遺伝性老化促進 (マウス).編集,川俣順一,松下 宏,疾患モデル動物-ンドブック No.2.:

400-406,医歯薬出版,昭57.

3. 肺表面活性物質研究グループ

〔学 会 発 表〕

(1) 鈴木康弘 ･中井栄一 ･大川欣- :再構成肺表面活性物質における脂質の相互作用第71回日本病理学会会総

(57年 4月)

(2) 大川欣一 ･鈴木康弘,金井美暗,引間啓祐 :オキシダーゼ作用にもとずくカタラーゼの新しい細胞化学的証

明法に関する研究(1)光学顕微鏡レベルで,第71回日本病理学会総会 (57年 4月)

(3) 大川欣一,鈴木康弘,金井美晴,引間啓祐 :3,3′,4,4′-Tetraaminobenzophenon(TAB)- ペルオキシダー

ゼの細胞化学的証明のための新 しい水素供与体,第71回日本病理学会総会 (57年 4月 ･東京)

(4) 大川欣一,引間啓祐,鈴木康弘,進藤備昌 :ナジ反応に関する研究 (第 4報)M-ナジ反応におけるホルマ

リン固定の意義について,第71回日本病理学会総会 (57年 4月 ･東京)

(5) 鈴木康弘,中井栄一 :燐脂質ならびに表面活性物質由来アポプロティンより再構成 した脂質-蛋白複合体の

表面活性作用に関する研究,第15回日本界面医学会 (57年11月)
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〔誌 上 発 表〕

Shigematsu,Y.,Sudo,MリMomoi,T･,Inoue,YリSuzuki,YリandKameyama,∫.:changing plasmaand

urinaryorgarnicacidlevelsinapatientwithisovalericacidemiaduringanattack･ Pediami cResearch

16:77ト775(1982).

Suzuki,Y.,Nakai,E･andOhkawa,K･:Experimentalstudiesonthepulmonarysurfactant･Reconstitution

ofsurface-activematerial.J.LipidRes.23:53-61(1982).

Suzuki,Y･:Effectofprotein,cholesterolandphosphatidylglycerolonthesurfaceactlVltyOfthe lipid-

proteincomplexreconstitutedfrom pigpulmonarysurfactant･J･LipidRes･23:62-69(1982)･

4. 臨床病理グループ

〔学 会 発 表〕

北市政則,泉 孝英,弗原順一,鈴木康弘,古田睦広,浅本 仁 :開胸肺生検で診断された Intravascular

Bronchioloalveolartumor(lVBAT)の一例,日本病理学会第71回総会 (昭和57年 4月)

5. 博士論文抄録

Kinoshita,K.etaZ.:Gaschromatographic-massspectrometricanalysisof3-methylcholanthrenemetabolism

invivo,Gann71:18ト189(1980).

invivoでの発癌剤の代謝を,始めて GC-MSsystem で検索 した世界初の報告である｡3-MC 投与后のラッ

ト,マウスの臓器,胆汁,大小便中の,3-MC 代謝産物が,コンピューター付きの GC-M S で調べられた｡得

られた成績の多 くは,すでに従来流体クロマ ト等で知 られていたものと同じで, 1ハイ ドロオキシ体 5個, 2ハ

イ ドロオキシ体 3個が同定された｡特筆に価するのはこの GC-MS 法により, 3個の 3ハイ ドロオキシ体が示

唆されたことで,后に invtzroの代謝実験で,13個の 3ハイドロオキシ体が指摘されることになった有力な刺

戟となったものである｡なお本論文で,代謝産物中に強力な発癌性を期待 して,発癌実験も行われ,その成績が

塔載されているが,これは今后の課題であろう｡

Hamamoto,Y･etaZ･:Experimentalproductionofpulmonarygranulomas･I･Immunegranulomasinduced

bychemicallymodiBedcellwallsandtheirconstituents･Brit･J･exp･Path･62:259-269(1981)･

細菌に対する組織の反応は,菌の外毒素によって引き起される場合の他,菌細胞壁の化学成分に対するもので

ある場合が多い｡この実験では,結核菌細胞壁成分を例にとり,その成分による免疫性,非免疫性の反応が,衣

症に最も敏感な肺という紅織で検討された｡結論的に言へば,細胞壁多糖体は Arthus抗原性をもち,感作動物

に組織壊死,空洞形成を惹起する｡これに対 し,ロウD画分は,広範な類上皮細胞巣を惹起 し,この病巣は非壊

死性である｡細胞壁には両抗原が分布 し,菌をアセチル化するときは多糖体抗原性が消失 して,病巣はロウD型

となり,死菌体を脱脂するときはロウD型反応が落ちて,病巣は見事な多房性空洞となり,空洞壁には Arthus

反応時の肉芽を認めるようになる｡

Hashimoto,K.etaZ.:Microsomalhydroxylationof3-methylcholanthrene,Analysisbycomputerized GC-

MS system.∫.Chromat.260:429-438(1983).

β-naphthoflavon で arylhydrocarbon hydroxylase を誘導 したマウス肝 microsome を使用 し,これに 3-

methylcholanthrene(MC)と NADPH を添加 し,一定条件下に起る MC 代謝物の産生を,GC-MSによって

解析 した｡方法は,先に 3'nvtvoの代謝実験で用いられたものと同様である.代謝物を抽出精製 し,シリル化 し

た后に GCIMS にかける｡invivoの実験に現れた 5個の (OH)1-MC,3個の (OH)21MC の他に,(OH)3-MC

と考え られるもの13個を検出することが出来た｡先の実験で (OH)3lMC の疑われた,m/e354の fragmention

をもつ 3個のピークは,この invitro実験でみられた13個の (OH)3-MC に含まれている｡(OH)4-MC,(OH)5-

MC 等は検出しなかった｡この invitro実験は,反応液中に conjugatingagentを含有 しないので,このよう

な多数の水酸化体が検出されたものと思われる｡
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石井正治,他 :骨軟部悪性腫癌に対する定量的制癌剤感受性試験- Radioisotopeによる CellViabilityの測

定- ,日整会誌,56,293-304(1982).

生検により得た骨 ･軟部悪性腫疫の初代培養細胞と radioisotope を用いて,液体シンチレーション法による

定量的制癌剤感受性試験を開発 した｡ 初代培養細胞は細胞数と 3H-チ ミジンの取 り込み量の間に一定の関係を

もつ事が証明された｡両者の関係を示す標準曲線を求める事により densityinhibitionの checkおよび修正が可

能となり,RI-uptake量から細胞数の推定ができる事を,はじめて明らかにした｡ RI の作用時間および播種細

胞数は結果に影響を及ぼさない事も示 した｡RLuptakeの抑制率を直接薬剤効果の指標として用いるのは適当で

はなく,細胞の生存率で薬剤効果を判定する必要がある事も明らかにした｡

Hamamoto,H･etal∴ DupuytrenタsCorltraCture:MorphologlCaland BiochemicalChangesinPalmar

Aponeurosis･TheHand14:237-247(1982).

Dupuytren 拘縮の増殖肥厚 した手掌騰膜に対して,形態学的並びに生化学的検索を加えた｡形態学的には,

本疾患の手掌腹膜は, コラーゲ ン線維の波立った層状構造の中に, activeな fibroblastからなる結節構造をも

つのが特徴的である｡ 電顕的には, これらの fibroblastの中に肉芽組織等 の収縮現象 に関与すると云われる

myofibroblastが多 く見 られた｡更にこの myofibroblastの胞体内に periodicityをもった collagen后brilの存在

を認めた｡生化学的には,線維性蛋白の架橋形成の firststepを触媒する lysyloxidase活性の著明な上昇を認

めた｡以上の形態学的,生化学的所見が本疾患の,手指の屈曲拘縮という,特有な病態発生に多きく関与 してい

ると考えられる｡

細 胞 化 学 部 門

〔学 会 発 表〕

堀内正宏 :成熟好酸球に特徴的な結晶を頬粒内にもった好酸球コロニーの形成,第44回日本血液学会総会,昭

和57年 4月,東京.

永田和宏 :細胞分化と収縮性タンパク,第15回日本発生生物学会大会,シンポジウム ｢収縮構造の発生とその

機能｣昭和57年 5月,東京.

永田和宏 ･相良淳二 ･市川康夫 :マウス骨髄性白血病細胞 (M ュ株)の増殖と分化,21報,α-アクチニン様蛋

白質の精製とそれによるアクチン関与ゲル化,第41回日本癌学会総会,昭和57年 8月,大阪.

相良淳二 ･永田和宏 ･市川康夫 :マウス骨髄性白血病細胞 (M 上株)の増殖と分化,22報,アクチンによるミ

オシン活性化に要する cofactor の精製ならびにその性質について,同上学会.

前田道之 :ヒト皮膚型T細胞白血病細胞 (HUT102)のクローン株により産生される新 しいC型 レトロウイル

ス,T細胞増殖因子および輯粒球 ･マクロファージ産生刺激因子について,同上学会.

淀井淳二,内山 卓,通萱 満,前田道之 -･ATL 由来T細胞株の ATL特異的膜抗原の抗体による発現の上

昇について,同上学会.

市川康夫 :白血病細胞の分化と収縮性蛋白,同上学会,シンポジウム ｢発癌遺伝子の発現と細胞内作用点｣

内山 卓,淀井淳二 ･通堂 満,和野雅治 ･内野治人 ･高月清 ･前田遺之 :成人 T細胞白血病細胞 にお ける

Tac抗原 (IL2 リセプター)発現調節- 正常細胞との相異,第12回日本免疫学会総会,昭和57年11月,仙台.

永田和宏 ･相良淳二,市川康夫 :白血病細胞の分化に伴う細胞質ゲル化の質的変化,第35回日本細胞生物学会

大会,昭和57年11月,福岡.

市川康夫 ･永田和宏,相良淳二 :血球分化に伴うアクチンの変化,同上学会,シンポジウム ｢アクチン- 構

造と機能｣

〔誌 上 発 表〕

KINagata,J･SagaraandY･Ichikawa:Changesincontractileproteinsduringdifferentiationofmyeloid



- 38- 京大胸部研紀要 第16巻 第 1, 2号

leukemiacells.ⅠⅠ.Puri丘Cationandcharacterizationofactin. J.CellBiol.93,470-478,1982.

K.Nagata,J.SagaraandY.Ichikawa:A new proteinfactorinhibitingactin･polymerisationinleukemic

myeloblasts.CellStruct.Funct.7,1-7,1982.

K･Nagata:Celldifferentiationandcontractileproteins･Develop･,Growth & Differ･24,38511982･

J･､Sagara,K･NagataandY･Ichikawa:Changesinmyosinduringdifferentiationofmyeloidleukemia

cells.J,Biochem.91,1363-1372,1982.

J･.Sagara,K.NagataandY･Ichikawa:A cofactorprotein requiredforactinactivationofmyosinMg2+

ATPaseactivityinleukemicmyeloblasts.∫.Biochem.92,1845-1851,1982.

R.､C.Gallo,D.Mann,S.Bro°er,F.W.Ruscetti,M.Maeda,Ⅴ.S.Kalyanaraman,M.Robert-Guroff,and

M･S･Reitz:HumanT-cell-1eukemiallymphomavirus(HTLV)isinT-butnotB-1umphocytesfrom apatient

withcutaneousT-celllymphoma.Proc.Nat.Acad.S°i.USA.79,5680-5683,1982.

M.Robert-Guroff,K.A.Fahey,M.Maeda,Y.Nakao,Y.Ito,andA.C.Gallo:IdentificationofHTLV

p19specificnaturalhumanantibodiesbycompetitionwithmonoclonalantibody･ Virology122,297-305,

1982.

R.C..Gallo,V.S.Kalyanaraman,M･G･Sarnagadharan,A.Sliski,E.C.Voderheid,M.Maedaetal.:The

human type-C retrovirus;Association with a subsetofadultT-cellmalignancies.CancerRes.(inpress)

Y･Ic/hikawa,K･NagataandJ･Sagara:Differentiationofmyeloidleukemi acellsandchangesintheir

contractileproteins･ActaPathol･Jpn･32(Suppl･1)187-196,1982.

市川康夫,永田和宏,相良淳二 :白血病細胞の分化と細胞内収縮蛋白の変動,妹尾左知丸編 ｢血液幹細胞-

その動態と分化｣福武書店,p･453-466,1982.

市川康夫 :頼粒球系細胞の分化,B:マクロファージと好中球,新版日本血液学全書刊行委員全編 ｢日本血液

学全書1.血球の分化｣丸善,p.255-263,1982.

細 菌 血 清 学 部 門

〔学 会 発 表〕

喜納辰夫,矢野勝喜,桂 義元 :ハプテン特異的- ルパーT細胞の遅延型過敏症活性,第49回実験結核研究会

総会 (昭57.10月)岡山

細野正道,桂 義元 :H-2homogygous Flanti-parent混合培養 :自己障害細胞の出現,第12回日本免疫学

会総会 (昭57.11月)仙台

菩納良夫,矢野勝喜,高橋千志,高沖悠子,桂 義元 :-ブテン基反応性ヘ ルパーT細胞誘導の増強機構,罪

12回日本免疫学会総会 (昭57,11月)仙台

矢野勝喜,喜納辰夫,高橋千恵,森重福美,桂 義元 :遅延型過敏症活性及び-ルパー活性を持つ株化細胞及

びクロンの機能的変化,第12回免疫学会総会 (昭57,11月)仙台

桂 義元 :遅延型過敏症を媒介するT細胞クローン,第34回国立大学附置研究所結核及び胸部疾患 (がん ･免

痩)談話会 (昭57,11月)福岡

〔誌 上 発 表〕

Katsura,-YリTakaoki,Y･andMinato,N･:Augmentationordelayed-typehypersensltlVltytOSerum prOteins

byvesicularstomatitisvirusinfectioninmice:Virus-Suppressorcellinteractions.J.Immuno1.,129,362-365

(1982)

Hosono;M.andKatsura･Y･:TheuseofphagocytlCperitonealexudatecellsastargetsfortheestimation

ofcytotoxicT cellactivity･J･ImmunoLMethods.50,289-297(1982)
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Kina,T.,Nishikawa,S･andKatsura,Y.:T-cellregulationofpokeweed-mitogen-inducedpolyclonalimmu-

noglobtllin production in mice･Ⅰ･Characterization ofhelperT cells･Immunology 46,575-581 (1982)

KinEt,T･,Nishikawa,S･andKatsura,Y･:T-cellregulationofpokeweed-mitogen-inducedpolyclonalimmu-

noglobulinproductioninmice.ⅠⅠ･Mechanism oftheinductionofsuppressorT cells･Immunology46,583-

587 (1982)

泉 孝英,桂 義元 :ツベリクリン反応の新 しい応用,免疫機能の簡便な指標として,Medicina第19巻,ll

早,2052-2068,1982.

臨 床 肺 生 理 学 部 門

[誌 上 発 表〕

佐川弥之助 :新 しい呼吸器病大系の確立を望む,呼吸,Vol.1No.2:155,1982

佐川弥之助 :腫水腫,呼吸,Vol･1No･2:156,1982

佐川弥之助 :肺水腫障害,特に肺水腫をめぐって,呼吸,Vol.1No.2:165,1982

佐川弥之助 :特別講演,最近における胸部疾患の診断と治療の進歩,結核,Vol.57:603,1982

大井元晴,佐川弥之助 :Q,Qs,肺コンタクトタイム,循環時間,呼吸と循環30:523-525,1982.

大井元晴, 加藤幹夫, 佐川弥之助他 :慢性肺疾患の急性増悪例- 呼吸刺激薬が奏効- , 治療学 8:757-

760,1982.

大井元晴,加藤幹夫,佐川弥之助 :慢性呼吸不全にみられる睡眠時酸素飽和度の変化,厚生省特定疾患 ｢呼吸

不全｣調査研究班昭和56年度業績莫

大井元暗,新林成介,陳 和夫,平井正志,加藤幹夫,佐川弥之助 :Sleep apnea の問題点,呼吸 1:139-

142,1982.

石部裕一 :気管内吸引法,臨床医,8巻増刊:2136-2141,1982.

宮本和之,石部裕一他 :-ロセンーサクシニルコリン併用により悪性高熱症を疑った4症例,麻酔と蘇生,18

巻 3号,153-158,1982.

加藤幹夫,前川暢夫他 :呼吸器病学 1.肺機能をめぐって,特集臨床医学の展望,日本医事新報3017:3-ll,

1982.

加藤幹夫,山田久和,李 泰興 :慢性疾患の治療と管理 ARDS,現代医療14:152ト1528,1982.

加藤幹夫 :肺機能の問題点,若年者の肺機能予測値について,日胸疾会誌20:154-156,1982.

加藤幹夫 :呼吸器疾患と中枢神経障害,臨床成人病12:1427-1433,1982.

Kato,M.‥ChronicEffectsofFireCasualtyonPulmonaryFunction,京大結研紀要15:77-85,1982･

加藤幹夫 :呼吸機能の正常値と予測式,mixedVenousBlood,呼と循30:529-530,1982.

加藤幹夫,肺内水分量の測定,呼吸 1:185-190,1982.

加藤幹夫 :気管切開の実際 MedicalIllustration,日本医師会雑誌88:478,1982.

山岡久泰,留守信興,久場良彦,福武洋二 :全身麻酔中に心電図異常により気づかれた小児の局所麻薬中毒の

2症例,麻酔31:759-763,1982.

〔学 会 発 表〕

佐本昌平,加藤幹夫,佐川弥之助 :慢性閉塞性肺疾患における胸腔内ガス圧縮量,第 5回日本気管支研究会総

会,1982,1

手塚裕章,藤田正憲,飯塚満男,久保勝彦, :るいそう,心嵩部痛,発熱, 唱吐をきたした糞線虫症の1例,

第25回大阪内科懇話会,1982.2

久野健志,中川正格,三嶋理晃,安井浩明,東谷康治 :トポグラフィカルな換気,血流,換気血流比分布より
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みた呼吸機能障害の検討,厚生省特定疾患 ｢呼吸不全｣調査研究班,1982.2

坪井裕志,市谷廼雄,弘野慶次郎,佐々木正道 :(radiologically)occultlungcancerの1例,第36回日本肺癌

学会関西支部会,1982.2

大井元晴,加藤幹夫,佐川弥之助 :慢性呼吸不全にみられる睡眠時酸素飽和度の悪化,厚生省特定疾患 ｢呼吸

不全｣三層査研究班昭和56年度第 2回総会,1982.2

加藤幹夫,李 勝弘,佐藤公彦 :RA様症状と共に発症した限局性間質性肺炎の1例,第19回 FLD シンポジ

ウム,1982.3

佐川弥之助 :特別講演, 肺結核の診断における胸部疾患の診断と治療の進歩, 第57回日本結核病学会総会,

1982,4

加藤幹夫 :血液ガス測定法の実際と臨床応用,主催日本卒後教育センター,1982.4

佐野 求,加藤幹夫,佐川弥之助 :低酸素性肺血管収縮反応- 肺血行動態の血流再配分に及ぼす影響につい

て (第 3報)第22回日本胸部疾患学会総会,1982.4

大井元暗,陳 和夫,新林成介,加藤幹夫,佐川弥之助 :結核治療後慢性呼吸不全にみられる睡眠時酸素飽和

度の悪化,第22回日本胸部疾患学会総会,1982.4

加藤幹夫 :機械呼吸の進歩,人工呼吸治療に関連 した呼吸生理の基礎,第39回大阪呼吸器疾患談話会,1982.5

佐野 求,加藤幹夫,佐川弥之助 :心拍出量変化の肺内シャント効果に及ぼす彩響について,第 2回京阪神肺

機能研究会,1982.5

坪井裕志,市谷廼雄,弘野慶次郎,佐々木正道 :radiologicallyoccultlungcancerについて,大阪赤十字病院

集談会,1982.5

山岡久泰,留守信興,三島誠悟 :重篤な呼吸不全を呈 した小児の Pneumocystiscarinii肺炎の-症例,第 9回

日本集中治療医学会総会,1982.5

山岡久泰,留守信興,三島誠悟 :重症心身障害児の呼吸不全について,第 9回 日本集 中治療医学会総会,

1982,5

石部裕一他 :人工呼吸回路の吸入温調節法についての検討,第 9回日本集中治療医学会総会,1982.5

藤田正憲,崎田倫代,山田公二,室本 仁,倉田正彦,岡田英彦,木村泰造,高 欽揮 :Diagnostic Thora-

coscoPyforIntrathoraticDiseasewithoutDemonstrablePulmonaryLesiononChestFilm･IIIWorldCongress

on LungCancer,Tokyo,1982,5

李 泰興,安田隆三郎他 :冠動脈 ･肺動脈嬢の一手術治験例,第13回滋賀県循環器疾患研究会,1982.5

李 勝弘,佐藤公彦,加藤幹夫,佐川弥之助 :RA に合併した限局性間質性肺炎の 1症例,第49回日本結核病

学会,第19回日本胸部疾患学会近畿地方会,1982.6

佐野 求,加藤幹夫,佐川弥之助,平田健雄,木野稔也 :インコ飼育小児にみられた Asp.orizae抗体陽性の

過敏性肺臓炎の1例,第49回日本結核病学会,第19回日本胸部疾患学会近畿地方会,1982.6

新林成介,大井元晴,加藤幹夫,佐川弥之助 :Sleepapneasyndromeを合併 した COPD の1例,第49回日

本結核病学会,第19回日本胸部疾患学会近畿地方会,1982.6

手塚裕貴,藤田正憲,宝木 仁,倉田昌彦 :Pepleomycinによると考えられる急速に進行 した間質性肺線維症

の-剖検例,第49回日本結核病学会,第19回日本胸部疾患学会近畿地方会,1982.6

山田公二,杉田 実 :拡散能測定値に及ぼす二,三の因子の影響,第49回日本結核病学会第19回日本胸部疾患

学会近畿地方会,1982.6

山田公二,杉田 実 :FV 曲線の下降脚の指標の比較,第49回日本結核病学会,第19回日本胸部疾患学会近畿

地方会,1982.6

村田純子,江口 忠,山田公二,室本 仁 :第107回内科学会近畿地方会,1982.6

安藤史隆,安田隆三郎,李 泰興他 :乳児期心臓血管手術症例の検討,第25回日本胸部外科学会関西地方会,

1982.6

市谷廼雄,弘野慶次郎,坪井裕志,佐藤公彦,加藤幹夫,佐川弥之助,久野健忘 :閉鎖回路法と体プレチスモ

法とでえられた残気量の差と巨大嚢胞症の手術効果について,第25回日本胸部外科学会関西地方会,1982.6
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坪井裕志,苗谷迫堆,弘野慶次郎,内平文責,佐々木正道 :肋間動脈が異常血管であった肺葉内分画症につい

て,第25回H本胸部外科学会関西地方会,1982.6

大井元暗,陳 和夫,新林成介,佐野 求,加藤幹夫,佐川弥之助 :経皮 Pco2 電極の使用経験,第 2回京阪

神肺機能研究会,1982.6

人井元晴,加藤幹夫,佐川弥之助 :呼吸不全にみられる睡眠時酸素飽和度の悪化,第 9回佐島カンファレンス,

1982.6

佐本lF-]j平,平井正志,加藤幹夫,佐川弥之助 :慢性閉塞性肺疾患 (Type A)における肺内圧縮ガス量につい

て,第24回閉塞性肺疾患研究会,1982.7

三嶋理晃,陳 和夫,東谷康治,中川正活,久野健忘,佐川弥之助 :ランダム波オッシレーション法による呼

吸インピーダンスの気体力学的解析 ･第一報 :胸郭内 airの dynamiccompressionの検討,第25回閉塞性肺疾

患研究会,1982.7

平井正志,大井元晴,陳 和夫,新林成介,佐川弥之助 :手術後の患者監視としての経皮 P02 と PC02 の測

定,第 2回京都呼吸器シンポジウム,1982.7

福本仁志,倉田正彦,高 欽揮,藤田正憲,室本 仁 :肺癌の脳転移症例について,第37回肺癌学会関西支部

会,1982.7

藤川 潤,藤田正憲,江口 忠,倉田昌彦,宝本 仁 :気管支鏡下に除去しえた閉塞性肺炎をともなう気管支

結石の一例,気管支鏡学会1982.7

弘野慶次郎,市谷廼雄,坪井裕志 :肺癌手術後の胸壁動揺曲線,第37回日本肺癌学会関西支部会,1982.7

倉田昌彦,福本仁志, 高 欽滞,藤田正憲,三本 仁,杉山武敏 :大細胞癌の臨床病理学的検討,肺癌学会総

会,1982.8

加藤幹夫 :パネルディスカッション 02療法の基準,ARDS に対 して,第23回呼吸管理研究会,1982.8

弘野慶次郎,市谷廼雄,坪井裕志 :開胸術後の肺合併症 (特に啄疾噴出寓難)原因考察- 特に胸壁動揺曲線

を拍記 して- ,第23回日本肺癌学会総会,1982.8

山岡久泰,小松 彪,留守信興,久場良彦,三島誠悟,森山 亨,高山 茂,橋本まち子 :食道癌根治手術に

対するフェンタニル大量麻酔における血糖値,コルチゾール値の変動について,第28回日本麻酔学会関西地方会,

1982.9

小中義照,河崎 昭,相田 進,宝木 仁 :下痢を主微とした VEPA療法が奏効 した ATLの一例,第26回

大阪内科懇話会,1982.9

神内寿男,藤田正憲,室本 仁 :Pulmonary aplasia の一例,第108回内科学会近畿地方会,1982.9

藤田正憲,室本 仁,和田泰三,杉山武敏 :急激に呼吸不全を呈 したびまん性肺陰影の一例,第18回びまん性

肺疾患研究会,1982.9

石部裕一他 :高頻度陽圧呼吸 (HFV)の肺血管外水分量 (PFWV)に及ぼす影響,第28回日本麻酔学会関西地

方会,1982.9

石部裕一,中村正人他 :笑気-エンフルレン麻酔中の血中カテコールアミン濃度,第28回日本麻酔学会関西地

方会,1982.9

石部裕一,佐々木雅綱他 :微細 K+電極によるウサギ骨格筋細胞内 K+の invivoでの測定,第28回日本麻

酔学会関西地方会,1982.9

市谷廼雄,弘野慶次郎,坪井裕志,溝口精二,井上清俊,栗原直嗣 :気腫性巨大嚢胞症の手術後の機能改善,

第35回日本胸部外科学会総会,1982.10

安藤史隆,安田隆三郎,李 泰興 :乳児期心臓血管手術症例の検討,第35回日本胸部外科学会総会,1982.10

弘野慶次郎, 市谷廼雄, 坪井裕志 :開胸術前後の胸壁動揺曲線について, 第18回日本赤十字社医学会総会,

1982.10

辻本正三郎,宮本茂充 :天川村における村民検診,全国国保医療学会,1982.10

安田隆三郎,李 泰興 :弁置換術に冠血行再建を併せ行った二症例について,第14回滋賀県循環器疾患研究会,

1982.ll
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安田雄司,安田隆三郎,李 泰興 :生後2ケ月の大動脈弓離断法に対する StagedOperationについて,第14

回滋賀県循環器疾患研究会,1982.ll

松野修一,安田隆三郎,李 泰興 :僧帽弁狭窄症15例の手術経験,第14回滋賀県循環器疾患研究会,1982.ll

田畑良宏,安田隆三郎,李 泰興 :虚血性心疾患に対する A-Cbypass手術症例の検討,第14回滋賀県循環器

疾患研究会,1982.ll

石部裕一,中村正人 :大量フェンタニール麻酔による開心術における血中カテコールアミン濃度,第 2回日本

臨床麻酔学会総会,1982.ll

坪井裕志,市谷廼雄,弘野慶次郎 :肺手術後の肺合併症の成因検討- 胸壁動揺曲線を解析 して- ,第20回

日本胸部疾患学会近畿地方会,1982.ll

新林成介,加藤幹夫,佐川弥之助,戸田佳代子,竹田俊男 :若年者にみられた巨大嚢腫を伴った肺真性肺気腫

の一例,第20回日本胸部疾患学会近畿地方会,1982.ll

田中竪子,藤田正憲,宝木 仁,倉田昌彦 :広義の Meigs症候群と考えられる2症例,第20回日本胸部疾患

学会近畿地方会,1982.ll

平井正志,大井元暗,仲田裕行,平林正孝,山岡新八,佐川弥之助 :RespiratoryInductivePlethysmography

のキャリブレーションに関する検討,第 8回西部肺機能同好会,1982.12

井上達秀,藤田正憲,八幡三善男,久保勝彦 :甲状腺機能冗進症を合併 した急性肝内胆汁うっ滞症の1例,節

109回内科学会近畿地方会,1982.12

山岡新八,福永隆文,平林正孝,川上賢三 :本研究所における呼吸不全の実態調査,第 5回京都大学結核胸部

疾患研究所臨床肺生理学部門研究会,1982.12

東谷康治,久野健忘,中川正清,三嶋理晃,陳 和夫 :133Xe持続注入法による COPD の トポグラフィカル

な換気 ･血流分布の検討,同上,1982.12

三嶋理晃,久野健忘,中川正清,陳 和夫,東谷康治 :ランダム披オッシレーション法による呼吸抵抗及び肺

内ガスのダイナミックコンプレッションの周波数特性の解析,同上,1982.12

島田一恵 :Diphenylhydantoin によると思われる急性呼吸不全の一例,同上,1982.12

河本純子,田中豊子,藤田正憲,江口 忠,室本 仁 :マイコプラズマ抗体価の上昇をともなった過敏性肺臓

炎の一例,同上,1982.12

金 栄治 :診断困難であった粟粒結核の一例,同上,1982.12

大成功一一 :一般内科病棟における結核菌排菌患者の分析,同上,1982.12

陳 和夫,久野健忘,三嶋理晃,中川正清,東谷康治 :201Tl(塩化タ リウム)による肺内水分量測定の試み

同上,1982.12

中村正人,石部裕一 :Lungwatercomputer(model9310)の使用経験,同上,1982.12

安井浩明,吉田龍太郎,滝川 修,早石 修 :インターフェロンにより誘導される2つの酵素インドールアミ

ン酸素添加酵素及び2-5A合成酵素のマウス肺における動態,同上,1982.12

福田正悟,横見瀬裕保,李 勝弘,玉田二郎,左利厚生 :ステロイドによく反応 した ARDSの-症例,同上,

1982.12

山岡久泰 :重症心身障害児の呼吸不全について,同上,1982.12

安田隆三郎,李 泰興,島田一恵 :肺動静脈塵の一例,同上,1982.12

市谷 延雄 :Morgagni孔-ルニアの四症例,同上,1982.12

末次 勧 :解熱鎮痛剤嶋息への診断に関する研究 Tolmetin-Naによる吸入誘発試験について-,同上 1982.
12


